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中
野
市
は
、
都
市
像
の
「
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
を

目
指
し
て
、
中
野
市
総
合
計
画
の
施
策
に

も
あ
る
「
市
民
一
人
ひ
と
り
に
開
か
れ
た

住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
提

言
を
い
た
だ
く
「
私
の
提
言
」
を
今
年
度

も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
言
用
紙
は
今
月
号
の
「
広
報

な
か
の
」
に
挟
み
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
用
紙
の
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
言

は
、
市
長
が
直
接
拝
見
し
、
お
返
事
を
差

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
市
政
運
営
に
反
映

す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

■有効期間
　平成21年３月31日㈫まで
■利用方法
⑴郵送　今月号の「広報なかの」に挟み込
んである用紙に、提言内容を記入し、用
紙を三つ折り・のり付けのうえ、切手は
貼らずに、郵便ポストへ投かんしてくだ
さい。
⑵ファックス　ご提言を受けるための専用
ファックスを設けています。送っていた
だく用紙の様式は定めませんが、なるべ
く挟み込んである用紙をご利用くださ
い。
　ファックス　（22）２４４５
⑶Ｅメール　市公式ホームページ内に、ご
提言用のページを設けています。必要事
項を入力のうえ、Ｅメールにて送信して
ください。
　　ホームページ　
　　http://www.city.nakano.nagano.jp/
■用紙の設置場所
　市役所総合案内、豊田支所地域振興課窓
口、中央・西部・北部・豊田公民館、永田
窓口サービスステーション
■次の点をご了承ください
　寄せられたご提言は、個人を特定できな
いようにしたうえで、広報紙や市公式ホー
ムページに掲載させていただく場合があり
ます。
　また、氏名・住所・連絡先の記入がない
ものや、特定の市民・団体等への中傷的な
ものは原則扱いません。
　※電子メールの場合、アドレスだけ判明
　　していても、原則扱いません。

　

な
お
、
ご
提
言
に
対
す
る
お
返
事
に
つ

い
て
は
、
受
け
付
け
を
し
て
か
ら
二
週
間

程
度
と
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
担
当
課
等
に
お
い
て
調
査
・
検
討
を

行
い
、
関
係
部
署
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
返
事
を
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
に
実
施
し
ま
し
た『
私
の
提
言
』

で
は
、
九
十
四
通
に
百
二
十
七
件
（
一
通

に
複
数
の
提
言
あ
り
）
の
ご
提
言
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
内
容
別
集
計
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

総
件
数　
　
　

百
二
十
七
件

　

市
役
所
事
務　
　
　

十
五
件

　

保
健
・
医
療　
　
　
　

七
件

　

福
祉
・
厚
生　
　
　

十
六
件

　

教
育
・
文
化　
　
　
　

四
件

　

環
境
・
ご
み　
　
　

十
二
件

　

人
権　
　
　
　
　
　
　

二
件

　

道
路
・
河
川　
　
　

十
三
件

　

ま
ち
づ
く
り　
　
　
　

六
件

　

公
園
整
備　
　
　
　
　

七
件

　

上
・
下
水
道　
　
　
　

二
件

　

農
政　
　
　
　
　
　
　

五
件

　

商
工
・
観
光　
　
　
　

六
件

　

交
通　
　
　
　
　
　
　

四
件

　

防
災　
　
　
　
　
　
　

十
件

　

企
画　
　
　
　
　
　
　

四
件

　

そ
の
他　
　
　
　
　

十
四
件

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

「私の提言」
お聴かせください

い
た
だ
い
た
ご
提
言
は
、
市
長
が

直
接
拝
見
し
、
回
答
を
し
ま
す

昨
年
度
の
内
容
別
集
計

「私の提言」
　の利用方法

　

青
木
市
長
が
自
ら
皆
さ
ん
の
も
と
へ

お
伺
い
し
て
、
市
政
に
関
す
る
報
告
や

皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
を
お
聴
き
す
る

『
出
前
ザ
集
会
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

『
出
前
ザ
集
会
』
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

こ
れ
は
、
広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
各
地
区
や
各
種

団
体
の
集
り
な
ど
（
概
ね
十
人
以
上
）

を
対
象
と
し
て
お
り
、
現
在
、
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
『
出
前
ザ
集
会
』
は
、
市
長
か

ら
直
接
話
を
聴
き
、
意
見
交
換
が
で
き

る
機
会
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
団
体
の

方
は
、
ご
連
絡
の
う
え
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
開
催
日
は
、
市
長
の
日
程
が
確
保
で

き
る
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
会
場
は
申
し
込
ま
れ
る
団
体

等
で
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
提
言
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

提
言
①　

一
本
木
公
園
の
バ
ラ
の
種
類
と

本
数
を
も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い
。

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

一
本
木
公
園
に

は
五
七
〇
種
類
一
、
二
〇
〇
株
の
バ
ラ
が

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
公
園
南

側
一
帯
の
拡
張
工
事
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
部
分
に
は
、
バ
ラ
を
メ
イ
ン
に
し
た
四

季
折
々
の
花
木
を
植
栽
し
、
多
く
の
皆
様

に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
公
園
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

提
言
②　

新
し
い
市
民
会
館
の
音
楽
活
動

を
す
る
た
め
の
整
備
に
つ
い
て

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

老
朽
化
し
た
市

民
会
館
を
建
て
替
え
、
平
成
二
十
四
年
の

完
成
を
め
ど
に
、
新
た
な
文
化
会
館
の
建

設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
に

は
、
市
民
の
皆
様
の
幅
広
い
文
化
活
動
に

対
応
し
た
音
楽
や
演
劇
等
が
上
演
可
能
な

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
美
術
品
の
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
を
併
設
し
た
も
の
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

提
言
③　

キ
ノ
コ
の
お
が
く
ず
と
、
伐
採

さ
れ
た
樹
木
を
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
か

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

お
が
く
ず
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
部
を
た
い
肥
と
し
て
活

用
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
栽

培
グ
ル
ー
プ
や
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
集
積
場
を

設
け
、
必
要
に
応
じ
て
県
内
外
の
農
業
地

帯
へ
も
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農

業
関
係
で
排
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源

の
有
効
利
用
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
や
消
費
者

団
体
、
環
境
保
全
型
農
業
実
践
組
織
等
で

構
成
す
る
「
中
野
市
循
環
農
業
推
進
協
議

会
」
を
設
置
し
て
、
課
題
の
検
討
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

提
言
④　

江
部
交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
つ

い
て

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

車
道
の
立
体
交

差
化
、
横
断
歩
道
橋
ま
た
は
地
下
道
の
設

置
等
、
交
差
点
改
良
に
よ
る
対
策
は
事
業

費
が
多
額
に
な
る
こ
と
等
か
ら
県
に
お
い

て
も
事
業
化
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
市
と

し
て
は
周
辺
道
路
の
市
道
岩
船
二
十
六
号

線
（
東
江
部
～
岩
船
）
と
市
道
吉
田
西
条

線
（
吉
田
～
岩
船
）
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
交
通
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
江
部

交
差
点
の
渋
滞
解
消
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

提
言
⑤　

休
耕
農
地
へ
対
策
を
講
じ
て
ほ

し
い

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

農
地
の
貸
借
や

耕
作
放
棄
地
の
利
用
な
ど
に
助
成
制
度
を

設
け
る
一
方
、
農
地
復
活
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
募
集
す
る
な
ど
、
そ
の
解
消
に
向
け
て

努
力
を
し
、
検
討
を
続
け
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

提
言
⑥　

児
童
セ
ン
タ
ー
を
六
年
生
ま
で

開
放
し
て
ほ
し
い

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

児
童
セ
ン
タ
ー

で
は
、
留
守
家
庭
で
概
ね
小
学
校
一
～
三

年
生
の
児
童
を
対
象
に
登
録
を
し
て
い
た

だ
き
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
児
童

に
つ
き
ま
し
て
も
、
児
童
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
「
児
童
セ
ン
タ
ー
利

用
受
付
簿
」
に
、
随
時
ご
記
入
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

提
言
⑦　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
掲
示
板
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か

市
の
回
答
ま
た
は
対
応　

掲
示
板
に
つ
き

ま
し
て
は
、
慎
重
な
運
用
・
管
理
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
導
入
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提
供
に
つ
き

ま
し
て
は
、
中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、

活
動
の
需
給
調
整
や
相
談
活
動
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
役

所
と
信
州
中
野
駅
の
間
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
拠
点
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム｢

あ
ん
と｣

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▲昨年度の出前ザ集会の様子



平成20年8月号7 平成20年８月号 ４5

　

四
月
か
ら
、
新
た
な
中
野
市
環

境
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

計
画
を
策
定
し
た
だ
け
で
は
環

境
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
良
く
し
た
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
環
境
活
動
は
一
人
で
は

効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

　

計
画
を
行
動
に
移
し
実
行
す
る

組
織
と
し
て
、
「
（
仮
称
）
中
野

環
境
会
議
」
の
早
期
立
ち
上
げ
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
会
議
を
円
滑
に

設
立
し
運
営
し
て
い
く
た
め
、
具

体
的
な
組
織
や
規
約
な
ど
を
話
し

合
う
「
（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議

設
立
準
備
会
」
の
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
活
動
内
容　

「
（
仮
称
）
中
野

環
境
会
議
」
の
設
立
に
向
け
て

の
企
画
運
営
準
備
活
動

○
対
象
者　

月
一
回
程
度
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方
、
市
内
に
在

住
・
在
職
・
在
学
の
方
ま
た
は

市
内
の
事
業
者

○
募
集
人
員　

十
五
名
程
度

○
応
募
期
限　

八
月
二
十
九
日
㈮

○
そ
の
他　

報
酬
や
交
通
費
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
環
境
課
に
設
置
し
て
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持

参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
関
す
る
活
動
を
実
践
し

て
い
る
方
や
活
動
し
て
み
た
い

方
、
事
業
者
の
方
、
地
域
や
学
校

等
の
団
体
の
方
、
環
境
に
対
す
る

思
い
を
形
に
す
る
活
動
を
し
た
い

方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

募
集
の
詳
細
や
申
し
込
み
方
法

は
、
四
月
に
本
計
画
概
要
版
と
と

も
に
全
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
環
境
課

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　市では、公の施設の管理運営を
効果的かつ効率的に行うため指定
管理者（管理運営を実施する団
体）を募集します。今回は、指定
期間の満了に伴い、18施設につい
て候補者の募集を行います。
募集期間　
　８月７日㈭～９月５日㈮
　施設所管課で募集要項・申請書
等様式を配布します。市公式ホー
ムページにも掲載します。
施設名称・所在地・指定期間　
　右表のとおり。業務の範囲等につ
いては募集要項に記載しています。
質問受付期間　
　８月７日㈭～８月20日㈬
　施設に関する質問を、書面によ
り受け付けます。施設所管課あて
Ｅメールまたは文書でお送り下さい。
　回答は８月25日㈪に市公式ホー
ムページに掲載します。
募集説明会　
　施設所管課までお問い合わせ下さい。

▼募集施設一覧
№ 施設名称 所在地 一括 指定期間 施設所管部課

1 中野市デイサービス
センターいこい苑 西条62番地2

４施設
一括 平成21年4月1日～平成26年3月31日 健康福祉部 

健康長寿課
（内線 243）

2 中野市デイサービス
センターうまし苑 笠原767番地1

3 中野市デイサービス
センターつどい苑 安源寺665番地3

4 中野市デイサービス
センターさくら 豊津3076番地

5 中 野 市 屋 内 ゲ ー ト
ボール場 東山5番21号

３施設
一括 平成21年4月1日～平成26年3月31日6 中野市農村環境改善

センター 帯の瀬ハイツ 東山1307番地１ 経済部
農政課

（内線 250）7 中野市帯の瀬農産物
加工施設 中野1340番地１

8 中野市第１駐車場 中央三丁目640番地２ ２施設
一括 平成21年4月1日～平成24年3月31日

経済部 
商工観光課

（内線 258・
259）

9 中野市第２駐車場 中野1600番地

10 中野市浜津ヶ池公園
市民センター 片塩1103番地 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

11 中野陣屋・県庁記念館 中央二丁目4番4号 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

12 中野市観光会館・
日本土人形資料館 中野1150番地 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

13 信州中野観光センター 草間1539番地1 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

14 中野市晋平の里間山
温泉公園 間山956番地 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

15 中野市民プール 岩船51番地8 なし 平成21年4月1日～平成24年3月31日
くらしと文化部 
スポーツ振興課
（内線363）

16 中野市豊田温泉公園
（もみじ荘） 上今井3460番地1 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

豊田支所 
地域振興課
☎� 3111

17 中野市斑尾高原体験
交流施設 永江8156番649 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

18 中野市豊田ふるさと
交流館 永江2136番地 なし 平成21年4月1日～平成26年3月31日

公の施設に係る指定管理者の
候補者を募集します

陣屋・県庁記念館

（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
設
立
準
備
会

（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
設
立
準
備
会

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
行
程
、
中
野
市
の
自

然
環
境
か
ら
地
球
温
暖
化
に
至
る

ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
環
境
問

題
を
楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、「
信
州
中
野  

環
境
祭
」
を
、
市
民
会
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
「
信
州
中
野 
環
境
祭
」

に
お
い
て
、
環
境
問
題
を
共
に
考

え
、
環
境
へ
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ

し
、
一
緒
に
環
境
祭
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
団
体
な
ど

の
皆
さ
ん
に
は
、「
信
州
中
野 

環

境
祭
の
会
」
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
信
州
中
野 

環
境
祭
」

当
日
の
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は｢

広
報
な
か
の｣

来
月

号
、
お
よ
び
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

　

環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
な
ど

の
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
、
団
体
、
学
校
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。
発
表
は
、
展
示
・
発
表

会
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
可
能
で

す
。

　

飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。
飲
食
物
は
環
境
に
配
慮

し
た
提
供
方
法
を
お
願
い
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市民プール

　市内の山川、田畑、花鳥などの自然風景を撮影した写真を、環境祭
当日パソコンとプロジェクタを使用してスライドショーを行います。
　大勢の皆さんのご応募お待ちしています。
応募内容　☆JPEG形式で、合成などの加工をしていないもの。
☆１人２点まで、1024×768ピクセル以上、１点２MBまで（携帯電
話のカメラでもOK）
応募期限　９月12日㈮
応募方法　ＥメールまたはＣＤ－Ｒ等により、写真データと一緒に、
住所、氏名、電話番号、タイトル、撮影年月、撮影場所、その撮影場
所に対するコメント（100 文字程度）を記載したものをお送りください。
応募先　〒383-8614　中野市役所環境課環境係　
　　　　　　　　　　  スライドショー「中野市の自然」宛
　　　　Ｅメール　kankyo@city.nakano.nagano.jp
注意事項
☆30点程度を掲示する予定で、応募点数が多い場合は選考します。
☆受け付けた記録メディアは返却しません。
☆郵送中の記録メディアの破損等についての責任は負いません。
☆子どもにもわかりやすいコメントを記載してください。

信
州
中
野 

環
境
祭

中
野
市
初
の
総
合
環
境
イ
ベ
ン
ト

応
募
資
格　

市
内
に
お
住
ま
い
の

方
又
は
お
勤
め
の
方

各
募
集
の
応
募
締
切

八
月
二
十
日
㈬

環
境
へ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
募
集

　

募
集
内
容
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w.
city.nakano.nagano.jp/

９
　28
　㈰

環
境
に
優
し
い
商
品

展
示
・
販
売
ブ
ー
ス

出
店
者
募
集

フ
ー
ド
ブ
ー
ス

出
店
者
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

～スライドショー「中野市の自然」～写真募集

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１

（
内
線
２
４
５
）

♪
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
共
に
つ
く
る
ま
ち
　
な
か
の
♪

検 索

中野環境会議設立準備会

クリック

応募・問い合わせ先
市役所環境課環境係
☎ （22）2111( 内線 247)

問い合わせ先
市役所政策情報課行政管理係
☎（22）２１１１（内線401)

～
楽
し
む
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
～
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架
空
請
求
と
は
、
あ
る
日
突
然

｢

最
終
通
告
書｣

、
「
督
促
状
」
な

ど
使
っ
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ

ト
の
利
用
料
や
、
し
た
覚
え
の
な

い
借
金
の
請
求
が
ハ
ガ
キ
や
封
書

で
届
く
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
業
者
が
何
ら
か
の
手
段
に
よ

り
名
簿
を
入
手
し
て
、
そ
の
名
簿

か
ら
不
特
定
多
数
の
人
に
通
知
を

送
り
つ
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ハ
ガ
キ
や
封
書
を

受
け
取
っ
た
人
が
驚
い
て
業
者
へ

連
絡
し
て
し
ま
う
と
、
支
払
い
の

意
思
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら

な
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
最
近
は
裁
判
手
続

き
を
悪
用
し
た
り
、
偽
装
す
る
よ

う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
裁

判
所
か
ら
の
文
書
が
届
く
場
合
は

「
特
別
送
達
」
と
い
う
配
達
方
法

で
、
ハ
ガ
キ
な
ど
で
知
ら
な
い
間

に
届
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。(

受
け
取
り
に
は

「
送
達
報
告
書
」
に
サ
イ
ン
が
必

要
で
す)

　

ま
た
、
法
律
事
務
所
名
で
の
封

書
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
急
増
し
て

い
ま
す
の
で
、
身
に
覚
え
が
な
い

請
求
で
あ
れ
ば
、
業
者
へ
は
絶
対

に
連
絡
を
せ
ず
、無
視
し
ま
し
ょ
う
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）▲架空請求ハガキの実例

架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

～
不
安
な
と
き
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
を
～

　

七
月
中
旬
に
、
平
成
二
十
年
度

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
に
関
す
る

納
付
通
知
書
を
、
六
十
五
歳
以
上

の
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
本
人
や
家

族
の
介
護
の
負
担
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
料
は
、
あ
な
た
が

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

た
め
に
、
納
め
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
納
付
期
限
か
ら
一
年
間
、
介
護

保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場

合

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
後
日
、
申
請

に
よ
り
保
険
給
付
（
九
割

分
）
を
受
け
取
る
「
償
還
払

い
」
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
期
限
か
ら
一
年
六
カ
月
、

介
護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な

い
場
合

・
「
償
還
払
い
」
と
な
る
保
険

給
付
（
九
割
分
）
の
支
払
い

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
、
一

時
差
止
と
な
り
ま
す
。

③
一
時
差
止
と
な
っ
て
も
、
な
お

滞
納
し
て
い
る
介
護
保
険
料
を

納
付
し
な
い
場
合

・
一
時
差
止
と
な
っ
て
い
る
保

険
給
付
（
九
割
分
）
の
額
を

滞
納
分
の
保
険
料
に
充
当
し

ま
す
。

④
納
付
期
限
か
ら
二
年
以
上
、
介

護
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い

場
合

・
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ

て
保
険
給
付
の
割
合
が
九
割

か
ら
七
割
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
ほ
か
、
高
額
介
護
（
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
費
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
納
付
期
限
か
ら
一
年
間
介
護
保

険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場
合

・
保
険
料
を
一
年
以
上
滞
納
し

た
後
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
、
保
険
料
の
未

納
期
間
に
応
じ
て
上
記
（
現

在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
方
）
の
給
付
制
限

を
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
開

始
と
同
時
に
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

②
納
付
期
限
か
ら
二
年
以
上
介
護

保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場

合・
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
必
ず
給

付
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
便
利
で
安
心
な
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
）

介
護
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
支
え
合
い
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方

現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
方

介
護
保
険
料
を

納
め
な
い
で
い

る
と
給
付
制
限

を
受
け
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
を
現
金
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
今
ま
で
の

金
融
機
関
に
加
え
、
新
た
に
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が

　

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

四
月
よ
り
年
金
か
ら
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
方
、
ま
た
は
本
年

十
月
よ
り
年
金
か
ら
お
支
払
い
い

た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
方
の

う
ち
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
福

祉
課
お
よ
び
税
務
課
の
窓
口
へ
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

を
口
座
振
替
に
よ
り
お
支
払
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
対
象
の
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
、
こ
の
二

年
間
滞
納
な
く
納
め
ら
れ
た
方

（
本
人
の
口
座
か
ら
振
替
）

・
年
金
収
入
が
百
八
十
万
円
未
満

の
方
で
、
代
わ
り
に
納
め
て
く

れ
る
配
偶
者
や
世
帯
主
が
い
る
方

（
そ
の
方
々
の
口
座
か
ら
振
替
）

　

八
月
二
十
一
日
ま
で
に
お
申
し

出
い
た
だ
い
た
場
合
、
九
月
か
ら

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
九
月
上
旬
頃
に
今
後
の
納
期

が
記
載
さ
れ
た
納
入
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

ま
た
、
窓
口
へ
申
し
出
て
い
た

だ
い
た
後
、
速
や
か
に
十
月
分
の

年
金
か
ら
の
お
支
払
い
を
中
止
す

る
手
続
き
を
行
い
ま
す
が
、
八
月

二
十
一
日
を
過
ぎ
て
申
し
出
て
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
十
月
分
の
中

止
手
続
き
に
間
に
合
わ
な
い
た

め
、
申
し
出
て
い
た
だ
く
時
期
に

よ
り
十
二
月
分
以
降
の
年
金
か
ら

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
方
は
特
に

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

先
に
お
届
け
を
し
ま
し
た
納
税
通

知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
取
り
扱
い
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

　

左
図
の
と
お
り

☆
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
納
付
書

①
一
期
あ
た
り
の
納
付
額
が
、

三
十
万
円
を
超
え
る
も
の

②
バ
ー
コ
ー
ド
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
な
い
も
の

　

③
金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
も
の

　

④
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
収
納
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

●エーエム・ピーエム

●エブリワン●ＭＭＫ設置店
●くらしハウス●ココストア
●コミュニティ・ストア
●サークルＫ●サンクス
●スパー北海道●スリーエイト
●スリーエフ●生活彩家
●セイコーマート●セーブオン
●セブン－イレブン
●デイリーヤマザキ
●ファミリーマート●ポプラ
●ミニストップ
●ヤマザキデイリーストアー
●ローソン

▼取り扱いできるコンビニ
　エンスストア（50音順）

▲国民健康保険税の納付書（みほん）

みほん

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　
　
国
民
健
康
保
険
税
が
納
付
で
き
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

　
　
国
民
健
康
保
険
税
が
納
付
で
き
ま
す

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
等
に
つ
い
て

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係　
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

税
務
課
課
税
係
（
内
線
２
２
５
）

長寿医療制度保険料の軽減割合が拡大されます

７割軽減後均等割（年額）
　10,700円

特別対策後（８．５割軽減）
均等割（年額）
　5,300円

○平成20年度の均等割が７割軽減
になっている方（被保険者と世
帯主の所得の合算額が33万円以
下）は、8.5割軽減に変更にな
ります。

○平成20年度の所得割賦課の基準
となる額（旧ただし書所得の
額）が58万円以下（年金収入で
211万円以下）の方は、所得割
額が５割軽減になります。

　６月12日に政府・与党で決定され、法令等の改正後に実施する予定です。

　該当する方には、後日、変更通知を送付します。
問い合わせ先　市役所福祉課国保医療係　☎�２１１１（内線２９６）

旧ただし書所得 580,000円の場合

所得割（年額）　37,874円

特別対策後（５割軽減）
所得割（年額）　18,937円

さらに軽減
軽減
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私
は
平
成
十
八
年
十
一
月
、
そ

れ
ま
で
「
り
ん
ご
」
を
伐
採
し
た

後
、
草
だ
け
刈
っ
て
い
た
十
五
㌃

の
荒
廃
農
地
を
も
う
少
し
有
効
に

活
用
し
、
尚
か
つ
省
力
栽
培
が
期

待
で
き
る
も
の
は
な
い
か
と
考
え

遊
び
心
で
「
わ
ら
び
」
を
取
り
入

れ
た
次
第
で
す
。
そ
の
時
、
指
導

を
い
た
だ
い
た
方
の
助
言
が
あ

り
、
植
え
付
け
の
際
「
未
土
利
」

を
利
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
の
植
え
付
け
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
条
件
の
悪
い

一
部
の
と
こ
ろ
を
除
き
順
調
に
発

芽
・
生
育
し
畝
間
三
㍍
来
年
（
二

年
目
）
に
は
、
な
か
ら
一
杯
に
な

る
の
で
は
と
の
期
待
感
を
持
っ
て

い
ま
す
。　

　

ど
の
程
度
効
果
が
あ
っ
た
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
当
初
に
下
水
道

処
理
施
設
管
理
組
合
の
関
係
で
、

施
設
の
環
境
整
備
を
行
う
に
あ
た

り
「
未
土
利
」
を
花
壇
の
元
肥
と
し

て
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
個
人
と
し
て
も
家
庭

菜
園
約
百
㎡
に
使
っ
て
み
た
い
と

考
え
て
モ
ニ
タ
ー
登
録
を
し
ま
し

た
。
五
月
頃
か
ら
順
次
使
用
を
始

め
十
㎡
に
二
袋
ほ
ど
使
用
し
、
耕

土
と
混
ぜ
合
わ
せ
各
種
野
菜
を
栽

培
し
ま
し
た
。
春
・
夏
・
秋
と
う

ま
く
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合

わ
せ
る
と
結
構
色
々
な
作
物
を
楽

し
め
ま
す
。

　

結
果
良
好
な
作
物
は
、
特
に
葉

菜
全
般
で「
ハ
ク
サ
イ
」「
野
沢
菜
」

「
ホ
ー
レ
ン
草
」「
チ
ン
ゲ
ン
菜
」

「
ビ
タ
ミ
ン
菜
」
等
良
く
で
き
ま

し
た
。
又
と
う
も
ろ
こ
し
も
良
好

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
じ
ゃ

が
い
も
」「
サ
ツ
マ
芋
」
等
根
菜

に
つ
い
て
は
葉
の
茂
り
方
は
全
く

す
ば
ら
し
い
の
で
す
が
、
掘
っ
て

ビ
ッ
ク
リ
小
型
の
物
ば
か
り
で
し
た
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
に
使
用
し
た
所
、
朝

顔
は
蔓
も
太
く
長
く
の
び
て
、
い

つ
ま
で
も
咲
い
て
い
ま
し
た
。
プ

ラ
ン
タ
ー
の
花
は
全
て
良
好
で
し
た
。

　

ま
た
下
水
道
処
理
場
の
花
壇
は

百
花
繚
乱
の
如
く
、
す
ば
ら
し
い

出
来
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
市
民
の
皆
様
に
お
勧
め
す

る
な
ら
ば
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
使
用

を
進
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

花
は
長
も
ち
し
、
木
も
し
っ
か

り
と
緑
を
保
ち
市
販
の
液
肥
よ
り

ず
っ
と
効
果
が
有
る
も
の
と
一
年

間
の
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
「
未
土
利
」
は
使
い

方
に
よ
っ
て
は
す
ば
ら
し
い
効
果

が
出
る
と
思
い
ま
す
。

※
良
好
だ
っ
た
作
物

　

ハ
ク
サ
イ
、
ホ
ー
レ
ン
草
、
チ

　

ン
ゲ
ン
菜
、
野
沢
菜
、
ビ
タ
ミ

　

ン
菜
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
キ
ュ

　

ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
メ
ロ
ン
、

　

ス
イ
カ
、
ニ
ラ
、
イ
チ
ゴ
等

※
不
出
来
又
は
不
向
き
と
思
わ
れ

　

る
作
物

　

ジ
ャ
ガ
芋
、
サ
ツ
マ
芋
、
地
豆
、

　

枝
豆
、
大
根

　
「
私
と
未
土
利
の
出
会
い
」

　

私
は
、
定
年
後
の
「
生
き
が
い

作
業
」
の
一
つ
と
し
て
選
ん
だ
の

が
、
無
農
薬
・
有
機
栽
培
菜
園
作

り
で
す
。
八
十
七
歳
に
な
る
母
親

一
人
で
耕
し
て
き
た
化
成
肥
料
漬

け
の
畑
十
㌃
を
引
き
継
ぎ
、
試
行

錯
誤
の
繰
り
返
し
で
や
っ
て
い
た

時
、
平
成
十
八
年
末
に
平
岡
堆
肥

化
施
設
の
職
員
の
方
と
知
り
合
う

機
会
が
あ
り
、使
用
し
始
め
ま
し
た
。

　

乾
く
と
カ
チ
カ
チ
、
雨
が
降
れ

ば
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
な
畑
に
投
入
開

始
。
一
年
目
は
十
五
㎡
に
何
の
根

拠
も
無
く
十
五
㌔
を
作
付
畝
の
み

に
投
入
し
耕
運
機
に
て
す
き
込
ん

だ
。
ペ
レ
ッ
ト
状
の
為
扱
い
や
す

く
臭
い
も
殆
ど
気
に
な
ら
な
か
っ

た
が
、
堆
肥
を
入
れ
過
ぎ
た
た
め

か
、
枝
豆
・
さ
つ
ま
芋
・
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
つ
る
ボ
ケ
、
野
沢
菜

の
異
常
生
育
（
一
㍍
超
）・
白
菜

六
十
五
日
が
八
十
五
日
の
大
き
さ

に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
元
に
、
二
年

新しい堆肥「未
み ど り

土利」を使ってみませんか！
好評販売中！

目
は
投
与
量
を
半
減
し
土
壌
に
す

き
込
ん
だ
。
長
ネ
ギ
・
オ
ク
ラ
・

ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
モ
ロ
ッ
コ
・

大
根
・
も
ろ
こ
し
・
ホ
ー
レ
ン
草
・

ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
・
白
ウ
リ
等
は

満
足
の
い
く
収
穫
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
二
月
の
残
雪
に
融
雪
剤
の

代
わ
り
に
未
土
利
を
畑
全
体
に
散

布
、
春
に
は
ペ
レ
ッ
ト
が
溶
け
て

土
壌
に
し
み
込
ん
で
い
た
。
更
に
、

投
入
部
の
土
の
色
は
粘
土
色
か
ら

黒
褐
色
に
変
わ
り
、
か
な
り
柔
ら

か
い
土
壌
に
な
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
野
菜
達
と
会
話
を
し
な

が
ら
、
土
壌
の
健
康
管
理
の
た
め

に
「
未
土
利
」
の
投
与
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
土
利
の
副
作
用
？
ミ

ミ
ズ
の
大
量
発
生
に
伴
い
モ
グ
ラ
・

ネ
ズ
ミ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。（
ミ
ミ
ズ
の
い
る
畑
は
良

い
畑
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
ミ

ミ
ズ
を
殺
す
薬
は
無
い
そ
う
で
す
。

　堆肥「未土利」は、平成 15 年度からナピア平岡に併設した堆肥化施設で製造し、今年４月１日から販
売を開始しています。いろいろな作物への利用方法についての試験をモニター制度により募集し、その声
を「未土利の声」として紹介します。なお、「未土利の声」は、平成 19 年度にいただいた利用感想であり、
効果を保証するものではありません。また、モニターの募集は農業集落排水事業地域の方を対象としました。

問い合わせ先　市役所上下水道課下水道係 ( ☎ (22)2111　内線 283)

「
未
土
利
の
声
」
そ
の
８

田
麦　

大
塚
さ
ん

　
「
水
を
大
切
に
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
上

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
を
用
意
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
で
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の

皆
さ
ん
の
お
出
か
け
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

期
日　

八
月
二
十
四
日
㈰

時
間　

午
前
十
時
～
午
後
三
時

会
場　

中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容
（
予
定
）

○
処
理
場
見
学

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
ラ
リ
ー
終
了
後
、
ス
タ
ン
プ
を

押
し
た
用
紙
は
堆
肥
（
お
す
み

ち
ゃ
ん
）
と
引
き
換
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
数
量
限
定
）

○
上
下
水
道
な
ん
で
も
相
談

○
鉛
管
に
関
す
る
展
示
、
上
下
水

道
器
具
の
展
示
等

○
ビ
デ
オ
上
映
、
下
水
道
ゲ
ー
ム

○
無
料
コ
ー
ナ
ー
（
風
船
、
焼
き

そ
ば
、
か
き
氷
等
）《
容
器
等

は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
》

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
８
）

「
未
土
利
の
声
」
そ
の
９

豊
津　

吉
岡
さ
ん

「
未
土
利
の
声
」
そ
の

小
田
中　

跡
部
さ
ん
10

販売場所　農業集落排水事業平岡堆
肥化施設　中野市大字笠原５８０番地
販売日　土日、祝日、８月１３日～８
月１８日（お盆休業）、１２月２９日～１
月３日（年末年始休業）以外の日
販売時間　午前９時３０分～午後４時

「未土利」１袋250円(１５kg入り)
ぜひ、ご利用下さい。

　

上
下
水
道
料
金
は
、
お
客
様
が

使
用
さ
れ
た
水
量
に
応
じ
て
、
料

金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
二
カ
月
に

一
度
、
検
針
員
（
市
で
委
託)

が

各
家
庭
に
お
伺
い
し
て
水
道
メ
ー

タ
ー
等
の
検
針
を
行
い
、
上
下
水

道
料
金
を
請
求
し
ま
す
。

○
偶
数
月
の
検
針
地
区
・
地
域

中
野(

栗
和
田
区
の
み)

、
日

野(

更
科
区
以
外)
、
延
徳
、

平
野(

片
塩
、
西
江
部
区
の
一

部
の
み)

、高
丘
、長
丘
、平
岡
、

科
野
、
倭
地
区
、
豊
田
地
域

○
奇
数
月
の
検
針
地
区

中
野(

栗
和
田
区
以
外)

、
日

野(

更
科
区
の
み)

、
延
徳
、

平
野
地
区(

片
塩
、
西
江
部
区

の
一
部
以
外)

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
各
月

の
一
日
か
ら
八
日
の
間
に
行
な
い

ま
す
の
で
、
次
の
点
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

車
や
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

②
飼
わ
れ
て
い
る
犬
は
、
出
入
口

や
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た

場
所
に
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ

さ
い
。 

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
中

に
土
や
泥
、
水
等
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
し
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ
い
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

①
～
③
な
ど
の
理
由
に
よ
り

メ
ー
タ
ー
が
検
針
で
き
な
い
場
合

は
、
認
定
水
量(

過
去
の
使
用
量

を
参
考
に
し
て
決
め
る
水
量)

で

検
針
し
た
も
の
と
み
な
し
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

検
針
の
結
果
は
「
上
下
水
道
使

用
量
の
お
知
ら
せ
」
を
ポ
ス
ト
な

ど
に
入
れ
て
き
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

上
下
水
道
料
金
は
、
検
針
を

行
っ
た
月
の
二
十
八
日
ま
で
に
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
お
支
払
い
方
法
は
、
上

下
水
道
課
か
ら
お
送
り
す
る
納
入

通
知
書
に
よ
り
金
融
機
関
、
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
で
現
金
で
お
支
払
い
た

だ
く
か
、
口
座
振
替
に
よ
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
現
金
で
お
支
払
い
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

金
融
機
関
ま
た
は
、
上
下
水
道
課

の
窓
口
に
専
用
の
申
込
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
等
を
滞
納
す

る
と
水
道
の
給
水
を
停
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
営
業
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
８
４)

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
お
よ
び

　
　
　
　
　
料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

上
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〝
堆
肥
（
お
す
み
ち
ゃ
ん
）
の

　
　
　
無
料
頒
布
も
あ
り
ま
す
〟

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
昨
年
か
ら
、
ご
み
減
量

化
の
た
め
、
焼
き
そ
ば
の

容
器
・
箸
・
か
き
氷
の
容

器
・
ス
プ
ー
ン
は
用
意
い

た
し
ま
せ
ん
。
各
自
、
忘

れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
。

　
洗
い
場
は
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

８月２４日㈰

▲昨年のフェスティバルの様子

各
地
区
・
地
域
の

検
針
実
施
月

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

に
つ
い
て
の
お
願
い

上
下
水
道
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て
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中
山
晋
平
先
生･

高
野
辰
之
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
出
身
の

音
楽
家
の
業
績
を
称
え
、
優
れ
た

音
楽
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た

め
、
世
界
的
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
田

村
麻
子
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し

ま
す
。

永
遠
に
歌
い
継
が
れ
る
名
曲
か

ら
名
作
オ
ペ
ラ
ま
で
、
世
界
を
魅

了
す
る
歌
声
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

♬
演
奏
予
定
曲
目
♬

第
一
部
～
日
本
か
ら
世
界
へ
…

美
し
い
名
曲
の
数
々
～
お
ぼ
ろ

月
夜
／
シ
ャ
ボ
ン
玉
／
千
の
風

に
な
っ
て
／You Raise M

e U
p

／
ア
ヴ
ェ･

マ
リ
ア
ほ
か
。

第
二
部
～
名
作
オ
ペ
ラ
の
世
界

を
…
テ
レ
ビ
信
州
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
で
～
毒
薬
の

ア
リ
ア（
オ
ペ
ラ「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
」
よ
り
） 

ほ
か

※
曲
目
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◇
期
日　

十
月
二
十
一
日
㈫

◇
開
場　

午
後
六
時
三
十
分　

◇
開
演　

午
後
七
時

◇
会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

先
行
発
売　

二
千
円

(

八
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
）

一
般
発
売　

二
千
五
百
円

（
九
月
一
日
～
十
月
二
十
一
日
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◇
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

市
役
所
文
化

振
興
課
／
中
山
晋
平
記
念
館
／
高

野
辰
之
記
念
館
／
ほ
か

◇
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４)

市
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

事
業
費
を
財
源
と
し
た
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
「
ふ
る
さ
と
消
防

団
活
性
化
事
業
」
に
よ
り
中
野
市

消
防
団
第
十
・
第
十
一
分
団
旗
・

女
性
消
防
団
旗
・
音
楽
隊
旗
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
の
消

防
団
活
動
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

消
防
団
活
動
の
健
全
な
発
展
を
図

る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広

▲新しく整備された分団旗４組

報
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

助
成
物
品

分
団
旗
四
組
（
旗
・
竿
頭
・
旗

棒
・
旗
立
台
・
保
存
箱
な
ど
）

中
野
市
消
防
団
分
団
旗
を
整
備
し
ま
し
た

平
成
二
十
年
度
ふ
る
さ
と
消
防
団
活
性
化
事
業
に
よ
り

市では合同金婚式の開催を予定しています。
申込書の用紙を、広報なかの７月号に挟み込んであ

りますので、ご利用ください。

◎期日　10月１日㈬
◎時間　午前10時から
◎会場　アップルシティなかの
◎対象者　昭和33年１月１日から12月31日の間に結婚さ
　　　　　れたご夫婦
◎会費　１名につき１，０００円
　　　  （ご夫婦で２，０００円）

※金婚式当日に受付でお願
　　いします。
◎申し込み期限

８月22日㈮

＜申し込み・問い合わせ先＞
市役所健康長寿課長寿支援係
（中野保健センター内）
☎（22）２１１１（内線２４３）
または
豊田支所地域振興課市民生活係
☎（38）３１１１

合同金婚式
のご案内

▲ソプラノ歌手・田村麻子

～
日
本
人
の
心
に
根
付
く
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
格
オ
ペ
ラ
の
世
界
ま
で
～

▲昨年のコンサートの様子

　
　
　
ム
シ
カ
ア
レ
グ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

中
野
市
は
、
中
山
晋
平
先
生
、

高
野
辰
之
先
生
の
生
誕
の
地
で

す
。市

民
音
楽
祭
は
、
晋
平
先
生
や

辰
之
先
生
の
業
績
を
た
た
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
を
広
め
、
ま
た
、
地
域
の
音
楽

文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
市
内
の
音
楽
団
体
の

皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
や
演
奏
が
あ

り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
こ

の
機
会
に
音
楽
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
耳

を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

八
月
二
十
三
日
㈯

時
間　

午
後
一
時
開
演

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

主
催　

中
野
市･

中
野
市
音
楽
団

体
連
盟

共
催　

中
山
晋
平
記
念
会

後
援　

中
野
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

▲昨年の中野市民音楽祭の様子

８/24㈰

2008
中野市民音楽祭
　を開催します♪

期
日　

八
月
二
十
四
日
㈰

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

高
野
辰
之
記
念
館
展
示
室

出
演
者

○
荒
井
雅
至
先
生
（
司
会
・
ヴ
ァ

び
東
京
学
芸
大
学
の
講
師
、
荒
井

雅
至
先
生
と
門
下
生
、
国
立
音
楽

大
学
付
属
中
・
高
等
学
校
講
師
の

小
宮
康
裕
先
生
に
よ
る
、
毎
年
恒

例
の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

若
さ
あ
ふ
れ
る
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

  

◎
ラ
テ
ン
語
で

　

「
ム
シ
カ
」    

＝
音
楽

　

「
ア
レ
グ
レ
」 

＝
楽
し
い

　

 　
　
　
　
　

   　

陽
気
な

問
い
合
わ
せ
先
　
高
野
辰
之
記
念

館
（
☎
�
３
０
７
０
）

昨
年
十
月
に
、
柳

沢
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
銅
戈
・
銅
鐸
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

銅
戈
・
銅
鐸
は
弥

生
時
代
の
青
銅
器
で

あ
り
、
こ
の
二
点
が

一
緒
に
出
土
し
た
こ

と
は
、
東
日
本
で
は

初
め
て
で
あ
り
、
全

国
的
に
も
数
例
し
か

な
い
こ
と
で
、
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

-

今
回
、
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
貴
重

な
銅
戈
・
銅
鐸
の
展
示
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
日　
八
月
十
四
日
㈭
※
一
日
限
り

時
間　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

場
所　

中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

(

一
本
木
公
園
内)

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
�
３
１
１
２

イ
オ
リ
ン
）

○
小
宮
康
裕
先
生
（
ピ
ア
ノ
）

○
国
立
音
楽
大
学
生
、
同
付
属
中

　

・
高
生
徒

○
東
京
学
芸
大
学
生

○
ム
シ
カ
ア
レ
グ
レ
シ
ニ
ア
メ
ン

　

バ
ー

曲
目
（
予
定
）

◇
テ
レ
マ
ン
＝
タ
ー
フ
ェ
ル
ム
ジ

　
ー
ク
Ⅱ
よ
り
協
奏
曲
ヘ
長
調

◇
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
＝
弦
楽
セ

　

レ
ナ
ー
デ

◇
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
ピ
ア
ノ
協
奏

　

曲
Ｋ
．
４
１
４
イ
長
調

◇
高
野
辰
之
作
品
集

　

長
野
市
出
身
で
、
国
立
音
楽
大

学
、
同
付
属
中
・
高
等
学
校
お
よ

銅
どうか

戈・銅
どうたく

鐸
を展示します

▲出土した銅鐸

▲出土した銅戈

▲高野辰之　先生

＜田村麻子プロフィール＞
プラシド・ドミンゴ国際オペラ ･ コ
ンクールに最年少で入選。以後、ヨー
ロッパ、アメリカで数多くのオペラ
に出演。2002 年のＦＩＦＡワールド
カップ決勝戦前夜祭の「三大テノー
ル ･ コンサート」で、カレーラス、
ドミンゴ、故パヴァロッティと共演。
サントリー１万人の第九など指揮者
佐渡裕との共演で話題を呼ぶ。

中野市

▲中山晋平　先生
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売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
市

内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
取
り
揃

え
た
「
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
」

を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
商

品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
自
慢
の

商
品
を
販
売
し
た
い
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
募
集
要
項

募
集
商
品
は
中
野
市
産
農
産
物

お
よ
び
市
内
で
製
造
さ
れ
た
食

品
や
特
産
品
で
、贈
答
品
と
し

て
宅
配
が
可
能
な
も
の
な
ど

◎
応
募
締
切
り

九
月
十
二
日
㈮

◎
提
出
書
類
な
ど

・
商
品
企
画
書
（
様
式
有
り
）

・
商
品
写
真

・
契
約
書

・
掲
載
料
二
千
五
百
円
（
最
大

三
品
掲
載
可
能
）

・
手
数
料
一
個
に
つ
き
百
七
十
円

◎
応
募
条
件

①
食
品
衛
生
法
な
ど
の
関
係
法

令
の
遵
守

②
食
品
製
造
者
に
お
い
て
は
Ｐ

Ｌ
保
険
の
加
入

冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

　
　
　
　
　
　
掲
載
商
品
募
集
中
！

取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る

計
量
器（
は
か
り
）は
、計
量
法
の

規
定
に
よ
り
、二
年
ご
と
の
県
知

事
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
は
、中
野
地
域
の
方
を
対

象
に
、下
表
の
と
お
り
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、対
象
と
な
る
は
か

り
を
使
用
し
て
い
る
方
は
忘
れ
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、検
査
に
は
手
数
料（
は
か

り
の
種
類
、ひ
ょ
う
量
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、分
銅
・
お
も
り
が
あ
る
場

合
に
は
、は
か
り
と
一
緒
に
検
査
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
受
け
な
い

と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
計
量
検
定
所
指
導
課（
☎

０
２
６
３
�
４
０
０
６
）ま
た
は

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
５
８
）

▲「はかりの定期検査」日程表（※豊田地域は来年実施予定です）

八
月
は
、
子
ど
も
相
談
室
か

ら
保
育
所
や
幼
稚
園
等
で
行
っ

て
い
ま
す
「
発
育
発
達
相
談
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
保
育
所

や
幼
稚
園
は
初
め
て
の
集
団
生

活
の
場
所
で
あ
り
、
集
団
活
動

を
通
し
て
社
会
性
を
学
ん
で
い

く
大
切
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
相
談
室
で
は
、
市
内

の
保
育
所
や
幼
稚
園
を
定
期
的

に
訪
問
し
て
発
育
発
達
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
保
育
所
や
幼
稚
園
の
生

活
の
中
で
は
、「
友
達
と
う
ま

く
関
わ
れ
な
い
」「
集
団
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
」「
先
生
の
指

示
が
入
ら
な
い
」
の
理
由
か
ら
、

「
集
団
行
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
送

れ
な
い
」「
な
ん
と
な
く
育
て
に

く
い
」「
ど
う
接
し
た
ら
い
い
ん

だ
ろ
う
」
な
ど
の
相
談
が
保
育

士
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
相
談
で
は
、
保
健
師
、

心
理
士
、
療
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
の
専
門
の
相
談
員
が

お
子
さ
ん
の
様
子
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
お
子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
の
お
子
さ

ん
の
成
長
に
関
し
て
心
配
や
お

悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
護
者
の
方
か
ら
の
ご
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
各
保
育
所
、
子
ど
も
相

談
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
相
談
室（
市
役
所
一
階
）

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
７
８
）

専
用
電
話

☎
�
３
１
９
１（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

信
州
農
産
物
フ
ェ
ア
に
出
店

七
月
十
二
日
に
、東
京
都
千

代
田
区
有
楽
町
の
東
京
交
通

会
館
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ
で
長
野

県
主
催
の
農
産
物
フ
ェ
ア
が
初

め
て
行
わ
れ
、中
野
市
、塩
尻
市
、

大
町
市
、山
ノ
内
町
が
出
店
し

ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、旬
の
農
産

物
を
対
面
販
売
し
な
が
ら
、産

地
の
情
報
を
発
信
し
、消
費
者

の
求
め
て
い
る
も
の
を
調
査
し

よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

出
店
し
た
場
所
は
、Ｊ
Ｒ
有
楽

町
駅
前
で
、駅
を
利
用
す
る
多

く
の
方
が
行
き
交
い
ま
す
。

中
野
市
で
は
、ハ
ウ
ス
巨
峰
を
は

じ
め
き
の
こ
類
、ベ
リ
ー
類
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

試
食
で
は
ハ
ウ
ス
巨
峰
が
、甘
く
て

お
い
し
い
と
好
評
で
、産
地
直
送
価

格
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
バ
イ
リ
ン
グ
は
、見
た
目
が

白
く
大
き
な
き
の
こ
で
、試
食
を
す

る
と
弾
力
が
あ
り
お
い
し
い
と
、驚

く
お
客
様
も
見
ら
れ
ま
し
た
。今

回
も
、消
費
宣
伝
を
通
し
て
、さ
ら

に
中
野
市
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

農
産
物
直
売
所
共
通
の
ぼ
り
旗

が
完
成

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、

市
内
農
産
物
直
売
所
支
援
の
一

環
と
し
て
、共
通
の
ぼ
り
旗
を

制
作
し
ま
し
た
。配
布
先
は
、市

発
行
の
お
立
寄
り
情
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
農

産
物
直
売
所
十
五
カ
所
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
、地
元
農

産
物
を
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、

消
費
拡
大
に
繋
が
れ
ば
と
の
思

い
を
込
め
、各
直
売
所
の
入
口

な
ど
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の

「
人
権
政
策
確
立
」を
求
め
る
と

同
時
に
、真
に
人
権
が
尊
重
さ
れ

た
地
域
社
会
を
目
指
し
、総
決
起

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

八
月
二
十
二
日
㈮

時
間　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
野
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル

演
題　
「
信
州
の
被
差
別
民
（
県

の
人
権
政
策
、人
権
政
策
審
議
会

に
ふ
れ
な
が
ら
）」　　
　
　
　
　

講
師　

㈶
信
州
農
村
開
発
史
研
究

所
主
任
研
究
員　

斎
藤
洋
一
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
お
祭

り
な
ど
で
打
ち
上
げ
花
火
な
ど
の

煙
火
（
が
ん
具
用
煙
火
を
除
く
）

を
上
げ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

煙
火
（
花
火
）
の
打
上
げ
又
は

仕
掛
け
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
消
防
署
へ
事
前
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
定
の
数
量
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
超

え
る
と
き
は
、
市
へ
三
週
間
前
ま

で
に
申
請
を
し
、
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
煙
火
（
花
火
）
を
楽
し

む
際
に
は
、
適
切
な
安
全
対
策
を

と
り
、
危
険
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
５
８)

▲信州農産物フェア

▲のぼり旗

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求

中
高
地
区
総
決
起
大
会
開
催

煙
火
の
消
費
は
安
全
に

③
食
料
加
工
品
に
お
い
て
は
容

器
ま
た
は
包
装
な
ど
に
次
の

い
ず
れ
か
が
明
示
さ
れ
て
い

る
こ
と

・
中
野
市
で
製
造
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と

・
原
材
料
が
中
野
市
産
で
あ
る

こ
と

◎
そ
の
他

受
け
付
け
お
よ
び
代
金
決
済
は

㈶
中
野
市
振
興
公
社
が
行
い
、
発

送
お
よ
び
商
品
の
ク
レ
ー
ム
対
応

は
参
加
各
社
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
発
行
部
数
は
四
万
五
千

部
（
中
野
市
お
よ
び
姉
妹
都
市
の

北
茨
城
市
、
大
分
県
竹
田
市
内
全

戸
配
布
、
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
）、
発

行
時
期
は
十
月
中
旬
の
予
定
で

す
。な

お
、
募
集
期
間
中
、
応
募
に

つ
い
て
の
相
談
を
随
時
行
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

商
品
取
扱
先

㈶
中
野
市
振
興
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

▲昨年のカタログ

三
好
町
地
区
の
一
部
（
市
役

所
周
辺
）
の
用
途
地
域
が
七
月

九
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
第
一
種
住
居
地
域
二・
七
㌶
お

よ
び
第
二
種
住
居
地
域
〇
・
六
㌶

を
近
隣
商
業
地
域
に
変
更
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
６
９
）

用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

区　域 期　日 時　間 場　所

長丘、平岡、科野
および倭地区 ８月 26 日㈫

午前10時30分
　　　 ～正午
午後１時
　  ～3時30分

中野市農業協同
組合平岡支所
（大字金井53番
　地１）

日野、延徳、平野
および高丘地区 ８月 27 日㈬

午前10時30分
　　　 ～正午
午後１時
　  ～3時30分

市民会館
（三好町一丁目
　３番12号）

中野地区 ８月 28 日㈭

午前10時30分
　　　 ～正午
午後１時
　  ～3時30分

市民会館
（三好町一丁目
　３番12号）

中野市全域
（豊田地域を除く） ８月 29 日㈮

午前10時30分
　　　 ～正午
午後１時
　  ～3時30分

市民会館
（三好町一丁目
　３番12号）
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子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
社会の変化と学校環境づくりへの取り組み（１）
　どの学校も様々な理由から設置、改築、統廃合、通学区変更等の取り組みをしてきました。その歴史
をふり返り、未来の中野市の学校環境を考えていきましょう。

一
、
明
治
の｢

学
制｣

で
一
斉

に
学
校
を
設
立

　
「
学
制
」
公
布
に
基
づ
き
各
県

担
当
官
は
各
地
を
ま
わ
り
学
校
設

立
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

中
野
地
方
で
は
、
明
治
六
年
に

一
斉
に
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
（　

）
内
に
現
在
の
学
区
を
当

て
は
め
て
設
立
学
校
名
を
記
し
て

み
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

研け

ん

ち智
学
校
（
中
野
小
・
平
岡
小
）

　

澧れ
い
せ
ん泉
学
校
（
延
徳
小
・
日
野
小
）

　

愛あ
い
い
く育

学
校
（
平
野
小
・
高
丘
小
）

　

好こ
う
と
く徳
学
校
（
長
丘
小
・
平
野
小
）

　

正し
ょ
う
し
ん身

学
校
（
平
岡
小
・
長
丘
小
）

　

孝こ
う
ど
う道

学
校
（
科
野
小
）

　

立り
っ
し
ょ
う生

学
校
（
倭
小
）

　

克こ
く
め
い明
学
校
（
倭
小
）

　

永
江
学
校
（
永
田
小
）

　

執し
っ
し
ょ
く燭

学
校
（
永
田
小
・
豊
井
小
）

　

今
井
学
校
（
豊
井
小
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
校
名
は
、
教
育
の

理
想
や
願
い
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
校
の
設
立
資
金
・
維
持
管
理

費
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
の
村

で
負
担
し
、
保
護
者
は
授
業
料
の

納
入
で
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
も
あ

り
ま
し
た
が
僅
か
な
も
の
で
し
た
。

　

就
学
の
期
間
は
四
か
年
で
、
先

生
の
多
く
は
神
官
・
僧
侶
で
し
た
。

二
、
各
地
に
置
か
れ
た
「
支

校
（
し
こ
う
）」
と
そ
の
う
つ

り
変
わ
り

　

初
期
の
学
校
の
校
区
は
、
広
く

て
通
学
が
困
難
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
枝
分
か
れ
し
て
つ

く
ら
れ
た
学
校
を
支
校
と
呼
び
ま

し
た
。

　

支
校
で
は
、
た
い
て
い
低
学
年

の
時
だ
け
学
び
、
高
学
年
に
な
る

と
本
校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

初
め
の
こ
ろ
は「
支
校
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
後
に
「
分
校
」

「
分
教
場
」「
派
出
所
」「
冬
期
分
室
」

な
ど
と
い
う
呼
び
名
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
長
丘
小
学
校
に
は
昭

和
二
十
二
年
頃
に
大
俣
分
校
、
壁

田
分
校
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も

そ
こ
で
学
ん
だ
人
の
体
験
談
を
聞

か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
の
こ
ろ
は
、
で
き
た
支
校

の
中
に
独
立
す
る
気
運
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
、
江
部
の
愛
育

学
校
安
源
寺
支
校
が
明
治
八
年
に

は
独
立
し
て
啓
発
学
校
と
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
高
丘
小
学
校
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
は
反
対
に
、
柳
澤
村
の

立
生
学
校
は
、
科
野
の
孝
道
学
校

と
合
併
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
中
野
市
の
分
校
は
す

べ
て
な
く
な
り
ま
し
た
。

三
、
町
村
制
の
施
行
・
学
校
令

に
よ
り
新
し
い
学
校
が
設
置

　

我
が
国
は
、
近
代
的
統
一
国
家

を
目
指
し
、
明
治
二
十
二
年
に
町

村
制
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
同
年「
小
学
校
令
」

が
定
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
は
「
各

市
町
村
は
学
齢
児
童
を
収
容
す
る

尋
常(

じ
ん
じ
ょ
う)

小
学
校
を

市
町
村
費
を
も
っ
て
設
置
す
る
責

任
を
有
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

各
村
で
は
、
こ
れ
か
ら
つ
く
る

学
校
名
を
決
め
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
例
を
あ
げ
れ
ば
尋
常
小

学
間
山
小
学
校
が
日
野
尋
常
小
学

校
に
、
尋
常
小
学
安
源
寺
学
校
が

高
丘
尋
常
小
学
校
に
と
い
う
よ
う

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

次
に
は
村
の
ど
の
位
置
に
つ
く

る
か
、
村
に
よ
っ
て
は
、
一
校
に

す
る
か
二
校
に
す
る
か
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
り
、
建
築
費
を
ど
の

よ
う
に
し
て
つ
く
る
か
等
々
の
こ

と
を
旧
村
の
利
害
や
願
い
を
ぶ
つ

け
合
っ
て
議
論
を
し
て
い
き
ま
し

た
。
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
前
に
進

ま
ず
、
郡
長
に
指
示
を
求
め
て
い

く
村
も
あ
り
ま
し
た
。

　

建
築
費
や
子
ど
も
を
持
つ
親
の

授
業
料
等
、
経
済
的
負
担
は
と
て

も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

（
九
月
号
に
つ
づ
く
）

《
教
育
の
窓
》

　

学
校
訪
問
を
終
え
て

　

教
育
委
員
に
な
っ
て
一
年

を
経
過
し
、
各
小
中
学
校
の

施
設
の
状
況
、
学
習
状
態
及

び
給
食
セ
ン
タ
ー
の
状
況
等

を
視
察
し
ま
し
た
。
新
し
く

な
っ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
内

部
を
保
護
者
の
皆
様
全
員
が

一
度
は
見
学
し
、
試
食
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
各
学
校
の
学
習
状

況
を
み
る
と
、
小
学
校
で
は

学
年
ご
と
の
学
級
数
が
五
ク

ラ
ス
～
一
ク
ラ
ス
と
大
規
模

校
と
小
規
模
校
で
広
が
り
が

あ
り
、
小
規
模
校
は
ま
す
ま

す
児
童
数
が
減
少
し
て
い
く

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
ク
ラ

ス
の
児
童
数
は
、
約
三
十
五

人
～
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
科
に
よ
っ
て
は
「
習
熟

度
別
指
導
」
が
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

十
分
な
学
習
指
導
が
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
児

童
生
徒
の
理
解
度
に
は
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
人
ひ
と

り
に
応
じ
た
補
習
授
業
の
実

施
な
ど
に
つ
い
て
も
柔
軟
に

考
え
て
い
く
べ
き
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

（
九
月
号
に
つ
づ
く
）

（
教
育
委
員　

武
田　

洋
）

○　緑色の封筒でお届けします

・　年金を受けておられる方　＝　本年４月から５月までの間
・　現役加入者の方            ＝　本年６月から１０月までの間

○　年金記録のご確認をお願いいたします
・　年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
・　「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご回答くださいますようお願いします。

※年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りいただけることとなり、年金額が増える可能性
が高いので十分にご確認ください。

【年金支給額が増えた例　（Ａ男さん７５歳の場合）】

１３カ月分のお勤め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額が年額で約５万円増え、
過去に受給できた年金として約５３万円をまとめて受け取れました。

※３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録にもれがある
可能性が高い方です

・　まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。
・　まず、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・　結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。

○　まわりの方にも呼びかけてください
ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の職歴についてご一緒に記憶をたどってみ

るなど、多くの方からご回答をいただけるよう、ご協力をお願いします。
（ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。）

○「ねんきん特別便専用ダイヤル」
　　　　０５７０－０５８－５５５

※ＩＰ電話・ＰＨＳからは
「０３‐６７００‐１144」にお電話ください。
※一般の年金相談は
「0570‐05‐1165」（ねんきんダイヤル）まで。

月～金曜日　午前９時～午後８時　　
第2土曜日　 午前９時～午後５時

※上記以外の受付日時については、社会保険庁ホーム
ページ（http://www.sia.go.jp/）でご案内しております。

○長野北社会保険事務所　☎０２６‐２４４‐４１００
※長野県社会保険労務士会でも無料相談を行っています。
※詳しくは、ホームページ（http://www.sia.go.jp/）まで。
○市役所市民課国民年金係　☎（22）２１１１（内線２３７）

ご質問・お問い合わせは

４月からすべての年金受給者に、６月から加入者の方にお届けします

「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください

▼３月までにお送りした青色の特別便

▼４月以降にお送りする緑色の特別便



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ピ
ン
バ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

８
月
20
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
作
り
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
阿
部
貴
典
さ
ん
に

お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
三
十
㌃
、
フ
リ
ー

ジ
ア
十
三
㌃
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
（
平
成
十
五
年
度

認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

キ
ノ
コ
栽
培
で
出
た
残
渣
を
う
ま
く

活
か
せ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
期
に
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
で
あ
る
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
を
知
り
取
得
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

キ
ノ
コ
栽
培
か
ら
出
さ
れ
る
使
用
済

み
培
地
を
再
利
用
し
て
で
き
た
、
た
い

肥
の
使
用
や
、
防
虫
ネ
ッ
ト
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
農
薬
の
散
布
回
数
を
減

ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
を
効
率
的
に
利
用
す
る

た
め
、
夏
に
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
冬
に

フ
リ
ー
ジ
ア
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
を
始
め
て

六
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
毎
年
何
ら

か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
こ
と
で
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

労
力
分
散
を
図
る
た
め
、
栽
培
規
模

を
拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

遊
休
荒
廃
地
を
有
効
利
用
し
て
い
く

た
め
の
助
成
制
度
の
更
な
る
拡
充
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
、
Ｊ
Ａ
の
直
売

所
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
お

盆
の
お
墓
参
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
、
夏
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
冬
は
フ
リ
ー
ジ
ア
を
栽
培
し
て
い
ま
す

阿部　貴典　さん
あべ　たかのり　（竹原）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .11

問
題

９
月
28
日
㈰
、
中
野
市
初

の
総
合
環
境
イ
ベ
ン
ト

「
信
州
中
野 

●
●
祭
」
を

開
催
し
ま
す

エコファーマー

認定マーク

宮津  美佐江 さん

春原和宗さんから紹介された

（会社員・新保）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.40

　　

高丘小学校　５年
小林　玲奈さん

　

私
の
将
来
の
夢
は
ピ
ア
ノ
の

先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

年
長
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て

い
て
、今
も
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
こ

と
が
大
好
き
で
す
。練
習
は
た

い
へ
ん
だ
け
ど
、ス
ラ
ス
ラ
ひ

け
る
よ
う
に
な
る
と
ピ
ア
ノ
が

も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
つ
っ
か
え
て
う
ま
く
ひ

け
な
い
と
、も
う
ヤ
ダ
と
や
め

た
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

私
は
発
表
会
で
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
曲
を
や
っ
て
み
た
け
ど
、

そ
の
曲
は
み
ん
な
と
合
わ
せ
て

は
も
る
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

一
人
で
も
音
が
く
ず
れ
る
と
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、

と
て
も
き
た
な
い
音
に
な
り
ま

す
。

　

で
も
、み
ん
な
の
音
が
き
れ

い
に
合
っ
た
時
は
、ピ
ア
ノ
っ
て

い
い
な
と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
か
ら
、今
も
ピ
ア
ノ
を
続
け

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

今
私
が
教
わ
っ
て
い
る
先
生

は
、優
し
く
分
か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
る
の
で
、そ
の
よ
う

な
先
生
に
な
り
ピ
ア
ノ
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

No.11

ピアノの先生になりたい

○
高
社
観
世
流
謡
曲
連
合
会

　

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
年
）四
月
、

「
高
社
観
世
会
」と
い
う
名
称
で
発
足
し
、

昭
和
五
十
八
年
に「
高
社
観
世
流
謡
曲
連

合
会
」と
改
称
し
て
、現
在
に
至
り
ま
す
。

　

当
初
は
歓
謡
会
、節
和
会
、好
謡
会
、養

謳
会
、武
謡
会
、真
謡
会
な
ど
、素
人
の
謡

曲
愛
好
者
に
よ
る
集
ま
り
で
、会
員
は
中

野
市
、山
ノ
内
町
を
中
心
に
、約
五
十
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。発
足
当
時
よ
り
も
会

員
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、毎
年
十
一

月
に
開
催
す
る
謡
曲
大
会
で
は
、会
員
が
一

堂
に
会
し
、旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
春
原
博
さ
ん
は
、長
野
市
を
中

心
に
会
員
を
持
つ
謡
曲
会
名
門
、柏は

く
お
う
か
い

謳
会

中
野
支
部
の
顧
問
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

○
春
原
会
長
が
語
る
謡
曲
の
魅
力
と
は

　

五
十
年
以
上
、日
々
謡
曲
へ
の
挑
戦
を
続

け
て
い
ま
す
が
、同
じ
苦
し
み
を
分
か
ち
合

い
な
が
ら
語
り
合
え
る
仲
間
が
大
勢
で
き

た
こ
と
は
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
近
辺
の
宴
席
で
定
着
し
て
い
る「
北

信
流
」と
呼
ば
れ
る
儀
式
で
、杯さ

か
ず
き
ご
と事

の
肴さ

か
な

と

し
て
披
露
さ
れ
る「
素す

謡う
た
い（

＝
う
た
い
）」の

よ
う
に
、伝
統
芸
能
と
し
て
の
謡
曲
が
今
で

も
身
近
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、そ

れ
だ
け
皆
さ
ん
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る

証
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、謡
曲
は
楽
譜
を
構
成
す
る
五
線

で
表
記
で
き
な
い
よ
う
な
音
を
出
す
の
で
、

先
生
が
謡
う
声
を
聞
い
て
発
声
方
法
を
身

に
つ
け
る
し
か
な
く
、決
し
て
簡
単
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
謡
曲
は
魅

力
が
あ
る
の
で
す
。何
十
年
も
取
り
組
ん
で

い
て
も
自
分
で
完
璧
と
思
え
る
こ
と
は
な

く
、常
に
練
習
が
必
要
な
ほ
ど
難
し
い
か
ら

こ
そ
、や
り
が
い
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

○
春
原
会
長
か
ら
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
へ

　

勇
気
を
も
っ
て
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、信
念
を
も
っ
て
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

思
い
通
り
に
い
か
な
く
て
も
、そ
れ
で
も
や

り
遂
げ
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。プ

ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

第
三
回　

高
社
観
世
流
謡
曲
連
合
会

▲高社観世流謡曲連合会会長
　春原　博さん（平成13年撮影）

①自己紹介
　夫と二人の子供の四人家族です。アウト
ドアが大好きで、河原でバーベキューをし
て楽しんだりしています。
②我が子への願い
　小学校一年生の長男はカブトムシが大好
きで、一歳になる長女は食べることが大好きで
す。これからも周りの自然と触れ合いながら、
伸び伸びと成長してほしいと願っています。
③これからのまちづくりに望むこと
　保育料が高すぎるので、今よりもっと女
性が安心して子どもを育てながら働けるよ
うな環境を整備してほしいと思います。



男女共同参画パワーアップ講座

▼参加者の皆さんは熱心に聞いていました

　７月27日～29日の３日間、篠井川との合流付近から夜
間瀬川との合流付近の千曲川において、午前と午後の部
それぞれ約２時間にわたり、ラフティングボートによる
川下りが行われました。参加した小学生や保護者の皆さ
んは、ヘルメットやライフジャケットを身にまとい、専
門ガイドの指導のもと、力を合わせて一生懸命ボートを
漕ぎながら、川岸からでは見ることのできない自然環境
を、楽しそうに観察していました。

千曲川ラフティング

▲力を合わせラフティングボートで千曲川を下りました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します
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水難救助訓練

▲救助隊員の皆さんは本番さながらの訓練を行いました
　７月25日、篠井川水門付近および千曲川の立ヶ花橋下
の２カ所で水難救助訓練が行われました。
　当日は、ボート操船を安全・確実・迅速に行い、要救
助者を速やかに救出する「ボート操船訓練」と、ラフ
ティングボートおよび水難救助資材を使用し、水難救助
活動の基本を学びながら速やかな救助活動を行う「ラフ
ティングボート訓練」を実施しました。救助隊員の皆さ
んは、真剣な表情で水上訓練に臨んでいました。

　７月16日、市役所会議室において、「男女共同参画パ
ワーアップ講座」（全６回）が開講しました。この講座は、
「男の役割や女の役割などのジェンダー（社会的性差）に
敏感な視点」を養うため、男女共同参画について学び、ま
た、これからの地域づくりに向けて発言できるよう、行政に
関するさまざまな情報や社会について広く学んでいくことを
目的としたものです。初回は、講演会に続き「中野まなびぃ
塾」で議会の仕組みと役割を学ぶ学習会が行われました。

中野平中学校ビオトープ竣工式

▲ホタルの舞う自然豊かな中野平中学校を目指します
　新校舎の建設が始まった平成11年から計画を立ち上げ、
今年の４月から建設を開始したビオトープ（「生物群の
生息場所」という意味）の竣工式が７月18日に行われ
ました。これは、中野平中学校建設委員会を中心に、新
しい校舎で生活する子どもたちのために周辺を整備して、
「ホタルが舞いメダカが泳ぐような自然豊かな環境づく
り」を進めるため、平成６年から校区内の各戸に寄附し
ていただいた積立金で建設したものです。

南こうせつwithウーファンコンサート
▼会場とステージが歌声で包みこまれました

　７月10日、市民会館において、歌手の南こうせつさん
と古筝奏者のウー･ファン（伍芳）さんによるコンサー
トが行われました。このコンサートは宝くじの普及広報
事業の一環として行われたものです。ウー・ファンさん
の古筝に合わせて南こうせつさんが代表作「神田川」や
「妹」などを熱唱した後、地元コーラスグループの皆さ
んと共演するなど、満員となった会場は、歌声と共に歓
喜の声で満ちあふれていました。

中野祇園祭

▼緊張しながらも、上手に馬を乗りこなしていました
　７月１９日から２日間、市街地を中心に中野市の伝統行
事である中野祇園祭が行われました。１９日は中町・西
町・東町・松川の四カ町からそれぞれ、子供屋台やたる
みこし、また大獅子などの出し物があり、２０日は四カ町
の児童たちが本物の馬に乗って市街地を行進する「馬乗
り行事」が行われました。両日とも好天に恵まれ、参加
された皆さんは汗がほとばしる暑さをものともせず、笑
顔でお祭りを盛り上げていました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

中野ションションまつり	 	 	 	
　7月26日、市街地において、第４回中野ションションまつ
りが行われました。当日は、オープニングアトラクションとし
て、子どもたちによるヒップホップダンスや、中野実業・中野
立志館高等学校吹奏楽部による演奏が行われた後、メイ
ンのションション踊りには92連・約4,300人の皆さんが参
加し、ユニークな仮装連や、息の合った踊りを披露する連
など、さまざまな連がまつり会場を盛り上げていました。
（写真：踊り終了後の打ち上げ花火）

表紙の説明
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有料広告欄

次回申込期限　８月 29 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　10 月２日㈭ 発行の 10 月号～
ホームページ掲載日　10 月１日㈬～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《８月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　９日㈯、24日㈰、30日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　６日㈬、20日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
　め大変危険ですので、駆除時間に
　は対象区域に近づかないようご協
　力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線２５１）

中野市景観賞作品募集
　市内のすばらしい建築物・工作物
や、大切に伝えたい景観を撮った写
真を募集しています。
応募部門　①まちなみ景観部門（建
築物・工作物）②景観写真部門
応募期限　９月１０日㈬
応募方法　広報なかの５月号に挟み
込みました応募用紙（市役所等にも
用意してあります。また、市公式
ホームページからもダウンロードで
きます。）によりご応募ください。
表彰等　受賞者に賞状および記念品
を贈呈いたします。（まちなみ景観
部門の設計者、施工者には賞状のみ
となります。）また、受賞作品の他
薦者には粗品を進呈いたします。
問　都市計画課建築住宅係（内線273）

平和祈念の黙とう
　広島、長崎への原爆の投下、そし
て終戦から６３周年を迎えます。
　原爆や戦争によって亡くなられた
方々のめい福と世界の恒久平和を祈
念するため、行政防災無線の放送に
より、１分間の黙とうを行います。
日時　８月９日㈯　午前１１時２分
　　　８月１５日㈮　正午
※８月６日㈬午前８時１５分に、１回
　目の黙とうを行いました。ご協力
　ありがとうございました。
問　庶務課庶務文書係（内線211）

平成２０年度
北信州農村女性のつどい
　北信州の農業を担う女性が集まり、
活動の事例発表やパネルディスカッ
ションを行います。事前申し込みの
うえ、お気軽にご参加ください。
期日　８月22日㈮
時間　午後１時15分～午後４時頃
会場　豊田文化センター多目的ホール
テーマ　～食と農　みんなでつくろ
う豊かな未来～
その他　フリーマーケット：午後12時
30分から45分間、午後４時頃から30
分間出店します。ぜひご利用ください。
参加費　200円
申込締切　８月18日㈪
問　農政課農政振興係（内線253）

図書館の休館
　市立図書館、北部・西部・豊田
分館の全蔵書を一斉に照合・点検
し所在不明図書の確認などを行う
ため休館いたします。なお、借り
ている本をポストに返すことや、
ホームページでの閲覧および蔵書
検索は利用できます。
期間　９月16日㈫～25日㈭
問　市立図書館　☎(26)５８４１

有料広告欄

スポーツ教室（気功）
　ゆったりと全身を使っての体操で
身も心も気分爽快。気を養い健康増
進を図りましょう。
期日　９月４日㈭～全10回
時間　午後７時～９時
会場　中野市コミュニティスポーツ
センター（アリーナ）
対象　高校生以上
受講料　2,000円（10回分）
※直接会場でお支払いいただきます。
服装　運動のできる支度
定員　30名
※詳しくは、お問い合わせください。
問　スポーツ振興課振興係（内線364）

　現在、幹線光ケーブルの敷設工事がほぼ終了し、支線同
軸ケーブルの敷設工事及び各世帯までの引き込み工事を順次
行っています。
　これに伴い、各世帯への音声告知放送端末機の設置も順
次行っているところです。音声告知放送端末機の設置につ
いて電気工事店からご連絡がありますので、しばらくお待ちください。秋
頃までには全て設置できる予定です。
◆テレビ北信ケーブルビジョン加入者および
　音声告知ケーブルをアンテナ混合されている皆さんへ
　テレビ北信ケーブルビジョンに加入されている世帯への音声告知端末機
の設置については、原則無料ですが、テレビ位置から概ね２メートル以内
としています。それ以上離れた場所に設置する場合の工事費は実費負担と
なりますのでご承知おきください。
　現在、市のケーブルに順次切替工事を行っていますが、その際にわずか
な時間ですがテレビを視聴できなくなりますのでご理解をお願いします。
切替工事後から地上デジタル放送の視聴が可能となりますが、視聴方法な
どは、テレビ北信ケーブルビジョン（電話２６-０２０２）までお問い合
わせください。
　また、テレビ配線の各部屋への分配が多いことにより、レベル（電波の
強さ）が低くなっていると、デジタル放送を視聴できないことがあります。
（およそ５０デシベル以下は受信困難であると推測されます：総務省資料）
　同様に音声告知放送においても、レベルが５０デシベル未満の場合は、音声が
聞こえないことがあります。
　レベルが低い場合は、ＣＡＴＶ用のブースター（増幅器）の設置を行い、
レベルを高くする必要があります。
　一般家庭用ブースターの価格は、およそ１９，０００円から２３，０００円（設置費
込み、電源配線費は別途）です。デジタル放送の視聴にも関わりますので、
是非、この機会にブースターの設置をご検討ください。
　なお、設置については、音声告知放送端末機設置電気工事店にご相談く
ださい。
問　政策情報課情報係（内線２１７）

音声告知放送について

【音声告知端末機】

いまだ『特別慰労品』の
請求をされていない方へ
　恩給欠格者、戦後強制抑留者、引
揚者の「ご本人」に『特別慰労品』
を贈呈しています。「引揚者」は、
終戦の日まで引き続き１年以上外地
で生活していて、戦後引き揚げてき
た家族全員の方が対象です。
請求期限　平成21年3月31日　
※資格要件等、詳しくは直接お問い
　合わせください。
独立行政法人平和祈念事業特別基金
フリーダイヤル　０１２０－２３４－９３３
（月～金、午前９時15分～午後５時
15分、土日祝日休）
問　福祉課厚生保護係（内線295）

非核平和ポスター
巡回展示会
　中野小および日野小の児童の皆さ
んから、戦争の悲惨さや恐ろしさ、平
和の大切さについて、メッセージのこ
もったポスターの応募を頂きました。
　このメッセージを届けるため、入
賞作品の巡回展示会を行います。
日程および会場
○８月15日㈮まで
　市役所市民ホール
○８月18日㈪～８月29日㈮
　豊田支所
問　庶務課庶務文書係（内線211）
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9月1日㈪は平成20年度市県民税第2期と国民健康保険税第2期の納期限です。お忘れなく。

【広告掲載封筒の規格等】
封筒の種類 広告枠数 作成枚数 有料広告掲載料金 発送 ( 使用 ) 期間

①中野市共通使用封筒
　角形 20 号市内専用封筒

３枠 10,000 枚
15,750 円
（1 枠）

各封筒10月頃から在庫終了ま
で（概ね半年間）
（以前に作成した封筒の在庫
がある場合発送時期が遅くな
ることがあります）

②中野市共通使用封筒
　長形３号市内専用封筒

１枠 50,000 枚 78,750 円

【広告枠の規格】　各封筒の裏面（縦）5.5㎝×（横）9.5㎝

詳しくは、ホームページをご覧頂くか、財政課管財係（内線２２２）までお問い合わせください。

申込期限　所定の申込書により、８月29日㈮までに申込みください。

　新たな市の自主財源を確保し、市民サービスの向上
を図るため、中野市共通使用封筒の裏面に有料広告を
掲載しますので、広告を掲載していただける事業者等
を募集します。
　なお、掲載の可否は、市の審査委員会で審査をします。
～お店や会社のPR等、暮らしに役立つ広告の
　　　　　　　　　申し込みをお待ちしています。～

詳しくは右ページをご覧ください ☞

「中野市共通使用封筒」
へ掲載する広告を募集します

８月は「道路ふれあい月間」
８月１０日は「道の日」です！
　道路は、私たちの毎日の生活を支える欠くことので
きない基本的な社会資本です。しかし、あまりにも身
近な存在であるため、その重要性が見過ごされがちです。
　この「道の日」を契機に道の大切さについてもう一
度見直してみませんか。
平成20年度「道路ふれあい月間」推進標語最優秀賞
　ようこそと　きれいな道で　おもてなし
　　　　　　　（北海道　酒井厚三さん　一般の部）

狩猟免許試験の開催につ
いて
　鳥獣の保護および狩猟の適正化に
関する法律に基づき、狩猟免許試験
が次のとおり実施されます。
　新規狩猟者確保のため、興味のあ
る方は是非、受験してください。
　なお、狩猟免許申請書は農政課お
よび北信地方事務所林務課にありま
す。
期日　10月３日㈮
時間　午前８時30分～午後５時
場所　長野県長野合同庁舎
費用　受験手数料（5,300円）
受付期間　９月１日㈪～９月12日㈮
※郵送による場合は、９月12日まで
　の消印のあるものに限ります
受付場所　北信地方事務所林務課
問　農政課耕地林務係（内線251）

ツキノワグマ等による
人身・農作物被害を
防止しましょう
　これからトウモロコシや巨峰等の
果樹の収穫時期を迎え、農作物等の
被害の発生が予想されます。
　昨年度も市内では８月からツキノ
ワグマによる農作物被害が発生して
います。
　そこで、次の事項に注意して被害
を未然に防ぐようご理解・ご協力を
お願いします。
①キノコ取りや登山で山に入る時ま
　たは早朝及び夕方に山際で作業す
　る時は、鈴やラジオ、爆竹を鳴ら
　すなどしてクマに人間の存在を知
　らせてください。
②農地には、農作物残さを捨てない
　よう誘引物の除去に努めてくださ
　い。
③山際の藪（農地を含む）の刈り払
　いを実施していただき、クマが出
　没しづらい環境の整備に努めてく
　ださい。
④ツキノワグマやイノシシ等の被害
　防除には、電気柵が最も有効です。
　効果のある防除対策の実施をお願
　いします。
⑤クマの目撃や農作物被害に遭われ
　た場合は、農政課まで連絡をお願
　いします。
問　農政課耕地林務係（内線251）

夏の地域安全運動

期間　８月１日㈮～20日㈬
スローガン：「あいさつの　いき
かう街に　あき巣なし」

後期ストレッチヨガ
参加者募集	
期間　9月1日から10月27日まで
の祝日を除く毎週月曜日（全７回）
時間　午後1時30分～3時
会場　中野市人権センター
講師　宮﨑　栄子さん
定員　15名
参加費　無料
持ち物　バスタオル、ヨガマット等
参加者　市内在住の方（初めて参加
される方に限定させていただきます）
申込方法　8月18日㈪午後１時以降
電話または直接来館してお申し込み
ください。
※先着順で定員になり次第締め切り
問　中野人権センター　☎（26）２２８７

「元気がでる商品券」
好評発売中
販売期間および有効期限
平成21年１月31日㈯まで
※売り切れた時点で販売終了
発行内容　1,000円券11枚綴り　
（11,000円）を10,000円で販売
購入限度額　１人あたり100,000円
まで
※詳しくは直接お問い合わせください。
問　中野商工会議所会員サービス課
　　☎（22）２１９１

ご存じですか？
パートタイム労働法
　雇い入れの際の労働条件の明示、
均衡のとれた待遇の確保の推進等を
定めた改正パートタイム労働法が、
今年４月１日から施行されています。
　詳しくは、長野労働局ホームペー
ジの｢働きたい方、働いている方へ｣
または｢事業主の皆様へ｣をご覧下さい。
長野労働局ホームページ
http://www.nagano-roudoukyoku.
go.jp/
問　長野労働局雇用均等室
　　☎ ０２６（227）０１２５

上級救命講習会
　心肺蘇生法やＡＥＤの取扱要領の
他に異物除去法（食物を詰らせた場
合の対処）や外傷の手当てについて
講習会を実施します。
期日　９月21日㈰
時間　午前８時30分～午後５時30分
会場　岳南広域消防本部　講堂
受講定員　30名
募集期間　９月１日㈪～10日㈭
電話のみの受け付けとなります。 
※定員となり次第募集終了
その他　一定の技能を修得された方
に修了証を交付します。
ホームページ
http://www1.ocn.ne.jp/~gakunan/
問　岳南広域消防本部　本部警防係
　　☎（23）０１１９

甲種防火管理新規講習会
期日　9月25日㈭、26日㈮（２日間）
会場　岳南広域消防本部　講堂
受講料　中野市・山ノ内町防火管理
協議会員4,000円　非会員5,000円
募集期間　8月18日㈪から定員60
名に達するまで
申込方法　消防署に備え付けの「受
講申込書」に必要事項を記入のうえ、
写真2枚（運転免許証サイズ）と受
講料を添えてお申し込みください。
問　中野消防署予防係
　　☎（23）０１１９

借金問題でお悩みの方へ
　長野財務事務所では、返済しきれ
ないほどの借金を抱え、お悩みの方
へ「無料相談」を平日、毎日行って
います。
　借金の返済でお悩みの方はすぐご
連絡ください。必ず解決できます。
受付時間　月～金　午前８時30分～
午後12時15分、午後１時～４時３０分
問　財務省関東財務局長野財務事務所
　　☎０２６（234）２９７０

2008 県民スポーツフェ
スティバル参加者募集
　スポーツ・レクリエーション活動
の場として、相互交流を深め、健康
で豊かなスポーツライフの実現を目
的としてスポーツフェスティバルが
開催されます。
期日　10月12日㈰
時間　午前８時30分～午後３時30分
会場　松本平広域公園ほか
種目　①競技の部（13種目）②ふれ
あいスポーツの部（６種目）③イベ
ント広場
申込締切　９月５日㈮
ホームページ　http://www.pref.
nagano.jp/kyouiku/taiiku/kenspo.
htm
問　長野県教育委員会事務局スポー
　　ツ課内　実行委員会事務局
　　☎０２６（235）７４４９

交通安全
ファミリー作文
コンクール募集
作文テーマ　「我が家の交通安全」
応募区分　①小学生の部、②中学生
の部、③一般・高齢者の部
応募期限　９月10日㈬
※詳しくは、ホームページをご覧く
　ださい。
ホームページ　
http://www.cross-road.go. jp/
contents/family_sakubun2008/
問　内閣府交通安全啓発担当
　　☎０３(3581)１１８２

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　９月6日㈯
時間　午後１時～4時
会場　市民会館44号会議室
相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９(62)２３０２
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　８月11日㈪、９月10日㈬、10月10日㈮
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　９月18日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

常設展「中野市の歴史と文化」
10月19日㈰まで
中野市の旧石器時代から現代までの歴史や文化をわ
かりやすく展示、紹介します。
中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
9月下旬まで
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人物が描かれた作品を展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

サン・セット・サンライズ 米沢輝雄写真展
８月18日㈪午前中まで
野球展
８月31日㈰まで
第１１回みずえ会展
８月20日㈬～31日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金保険料の免除・猶予期間
おすすめします「追納」

　保険料の全額を納付したときに比べ、保険料の
免除や猶予を受けた期間がある場合は、受け取る
年金額が少なくなります。このため、免除などを
受けた期間は10年以内（例えば、平成20年４月分
は平成30年４月末まで）であれば、後から保険料
を納付すること（追納）ができます。免除などを
受けた年度から起算して、３年度目以降に保険料
を追納する場合、承認を受けた当時の保険料額に
経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
　追納を希望される方は、長野北社会保険事務所
までお問い合わせください。（☎026-244-4100）

◎４２年後はどんな夏でしょうか？
　７月７～９日の３日間、北海道洞爺湖サミット
が開催され、最大の焦点だった地球温暖化問題に
主要８カ国（Ｇ８）をはじめとする世界の国々が
どう取り組むべきか議論されました。
　その結果、Ｇ８は2050年までに世界の温室効果
ガス（ＣＯ２）排出量を半減するという長期目標
について「国連の気候変動枠組条約のすべての締
約国と共有し、この目標を検討、採択を求める」
との首脳宣言を発表し、閉幕しました。
　この宣言は、Ｇ８以外の経済成長を続ける国々
も含めたものであり、ＣＯ２の最大排出国である
アメリカの「近い将来、大きなＣＯ２排出国にな
る中国やインドも排出削減の枠組みに加えるべ
き」とする主張に応じた形になりました。
　国連人口基金（UNFPA）では、現在の世界人
口は約68億人、2050年には92億人になると推計し
ています。人口が３割以上増加する中でＣＯ２を
半減することは、非常に難しい目標です。
　42年後のために、私たちには何ができるのかを
考え、そしてライフスタイルを見直しましょう。
※Ｇ８…日、米、英、仏、独、伊、加、露の８カ国

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラ
ケット★五月人形★プリンター・スキャ
ナー★鏡台★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケー
ス★電気ストーブ★本箱★オルガン★グ
ローブ(ソフトボール用)★金属バット★ピアノ★
電動自転車★エレクトーン★テレビ★アマ
チュア無線機★電動車いす

★ノートパソコン★子供服（男の子用100サイズ・１才
の女の子用）★車用スピーカー(屋根設置)★幼児用自
転車★溶接機★戦隊モノ玩具★こたつ布団
★８ミリビデオカメラ★カーオーディオ★
ＤＶＤプレーヤー★カラーボックス★バド
ミントンラケット★スキーセット(子供用)★
ビデオデッキ★掃除機★自転車★水槽★車
いす

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(７月31日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,095 人 ( － 23)
男 22,235 人 ( － 17)
女 23,860 人 ( － 6)

世　帯 14,977 戸 ( ＋ 15)
平成20年７月１日現在　(国勢調査を基に推計)

６月分可燃ごみ：919.54t（前年比－21.3％）ごみ減量にご協力を！

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

　　(平成20年６月27日～７月29日)
●園児の健やかな成長を願い（市内11保育園、１私立保育
　園、２私立幼稚園へ）　ダンボール積み木　
 ＜中野実業高等学校同窓会 関東圏支部役員一同　様＞
●まちの景観づくりのため バラの鉢植え100鉢
　＜㈱花物語　代表　瀧澤　郁子　様＞
●交通安全対策のため カーブミラー２基
 ＜農業機械士会除雪部会　代表　清水　幸三　様＞
●文化・芸術の更なる発展のため 絵画１点　三沢忠  
 「浅間山」120号　第39回日展文部科学大臣賞受賞作品
　＜東京都練馬区　押鐘　冨士雄　様＞
●農業振興のため 現金150,000円
　＜グリーン豊田ファーム　様＞
●ふるさと寄附金　環境保全 現金10,000円
　＜東京都文京区　海野　良幸　様＞
●ふるさと寄附金　市長が選定する政策　現金100,000円
　＜昭和27年度長丘中学校卒業生一同　様＞
●ふるさと寄附金　市長が選定する政策 現金30,000円
　＜東京都北区　田中　志寿尾　様＞
●ふるさと寄附金　市長が選定する政策 現金10,000円
　＜埼玉県春日部市　池田　喜念　様＞

ご寄付　ありがとうございました

平成20年度の追納保険料月額（全額免除の場合）
平成10年度分 16,590円 平成15年度分 13,970円
平成11年度分 15,950円 平成16年度分 13,770円
平成12年度分 15,320円 平成17年度分 13,810円
平成13年度分 14,740円 平成18年度分 13,860円
平成14年度分 14,180円 平成19年度分 14,100円
※学生納付特例・猶予は全額免除と同じ金額です。



麻しん風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方で、
就学前の１年間(保育園、幼稚園
の年長児)
第４期＝高校３年生に相当する年
齢の者（18歳になる年度の１年間)
※毎月実施していますので、接種

される前月に実施医療機関へ予
約してください。

保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

やんちゃでとてもにぎやか
な、ダンスが得意な男の子です。
わんぱくでもいいので、人

に優しく思いやりのある子に
育ってほしいと思います。
（下田昌史・美穂さん　一本木）

（３歳１カ月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年８月７日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、バスタオル、
　　　　オムツ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

８月１９日㈫
９月９日㈫

20年４月生まれ
20年５月生まれ

７か月
健　診

８月20日㈬
９月10日㈬

19年１２月生まれ
20年１月生まれ

１　歳
６か月
健　診

８月22日㈮
９月12日㈮

１９年１月生まれ
19年２月生まれ

２　歳
健　診

８月１８日㈪
９月８日㈪

１８年７月生まれ
18年８月生まれ

３　歳
健　診

８月２１日㈭
９月11日㈭

１７年７月生まれ
17年８月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日・対象（※3か月健診時に行います）
　８月19日㈫・平成20年４月生まれ
　９月９日㈫・平成20年５月生まれ
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター

平成20年８月号 26

育児教室

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

＜中野保健センター＞
９月３日㈬…日野、延徳、平野
　　  ４日㈭…高丘、長丘、平岡、
　　　　　　科野、倭、豊田
　　５日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　
（20～56日(３～８週間)の間隔で３
回接種）
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
（Ⅰ期初回終了後12～18か月間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

下田　朝
あさき

己くん

【受付時間が変わりました】 【受付時間が変わりました】

健診結果相談会
今年の「いきいき健診・特定健診」

の結果はいかがでしょうか？
健診結果から生活習慣を見直し、

改善を心がけることが、高血圧症・
糖尿病などの生活習慣病やメタボリッ
クシンドロームの予防につながります。

この機会に、ご自身の生活習慣に
ついて振り返ってみませんか。
日程及び会場の詳細につきまして
は、健診結果のお知らせ通知に同封
しましたチラシをご覧ください。
＜内容＞
①健診結果から自分のからだの状態

を知る
②食事や運動等についての相談
＜持ち物＞

健診結果のお知らせ通知、および
同封されているもの

※健診結果の判定で、要指導の方
は、是非お越しください。なお、結果相
談会にお越しになれない方は、定期
健康相談へお気軽にお越しください。
日時等詳細につきましては、健康カレ
ンダーをご覧ください。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧くださ
い。なお、予防接種の際には、原則として
保護者の方が付き添ってください。保護
者が特段の理由で同伴することができない
場合、接種するお子さんの健康状態をよ
く知る人が付き添ってください。その場合、
予診票に加え、委任状が必要となります。
委任状は子育て課窓口及びホームページ
よりダウンロードしてお使いください。

期日／９月４日㈭
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について

日　本　脳　炎
　集団での予防接種を見合わせてい
ます。再開するときは、お知らせい
たします。なお、流行地域へ渡航さ
れる場合や蚊に刺されやすい環境に
ある場合等は、日本脳炎ワクチンを
接種することができます。この場合、
接種対象年齢内であれば、接種費用
は無料となります。ご希望の方は、
お問い合わせください。

歯周疾患検診
20 歳・30 歳・40 歳・50 歳・60

歳及び 70 歳の方を対象に歯周疾患
検診を実施しています。（今年度から
20 歳・30 歳の方にも対象を拡大し
ました）

対象となる方には受診票をお送り
してありますので、希望する市内歯
科医院へ予約し、お早めに受診くだ
さい。
期　間／12月30日㈫まで
受診料／20歳・30歳・40歳・50歳・60
歳の方は500円、70歳の方及び生活
保護受給世帯の方で受付にて証明
書を提示された方は無料

はしかにならない　はしかにさせない
◎はしか（麻しん）は感染力が大変強
い感染症です。周りの人に感染を広げ
ないためにも予防接種は有効です。第
２・４期に該当する方は夏休みなどを
利用し、早めの接種をおすすめします。



１　ふるさと北信濃



ふるさと北信濃　２



３　ふるさと北信濃



ふるさと北信濃　４
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講師の「竹とんぼの飛ぶ原理」に耳を傾ける参加者
　

西
部
公
民
館
は
７
月
19
日(

土)

、
子
ど
も

事
業
「
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
そ
う

（
全
３
回)

」
を
開
き
ま
し
た
。

　

親
子
連
れ
を
含
む
12
名
の
参
加
者
は
、
空

高
く
舞
い
上
が
る
竹
と
ん
ぼ
を
作
ろ
う
と
、

講
師
の
清
水
富
雄
さ
ん
の
説
明
に
沿
っ
て
、

一
生
懸
命
に
羽
根
を
削
り
、
ヤ
ス
リ
を
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

講
座
担
当
者
は
「
昔
、
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ

て
野
原
で
飛
ば
し
、
良
く
飛
ん
だ
と
き
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
。
子
ど
も
達
も
自
分
で
知

恵
を
出
し
、
高
く
飛
ん
だ
と
き
の
感
動
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

あおぞら
　

先
月
の
７
月
１
日
、
横
手
山

と
志
賀
山
の
開
山
祭
に
参
加
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
快
晴
で
、
山

頂
か
ら
は
、
遠
く
に
富
士
山
の

雄
姿
が
は
っ
き
り
と
眺
め
ら
れ

た
。
宮
司
の
祝
詞
を
聴
き
、
衣

装
を
見
て
い
る
と
、
古
代
人
に

な
っ
た
気
分
だ
。

　

そ
の
後
、
志
賀
山
へ
と
向
か
う
。
新

緑
の
橅
の
林
の
中
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
。

次
第
に
自
分
の
心
が
洗
い
た
て
の
シ
ャ

ツ
の
よ
う
に
、
無
色
に
な
っ
て
い
く
の

が
分
か
る
。
日
常
の
生
活
の
中
で
、
気

づ
か
な
か
っ
た
精
神
の
疲
れ
、
ゆ
が
み

を
自
然
が
教
え
て
、
そ
し
て
癒
し
て
く

れ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

　

白
い
花
を
つ
け
た
綿
菅
の
群
生
地
を

通
り
抜
け
て
ゆ
く
。
汗
を
ふ
き
ふ
き
山

頂
へ
着
く
と
、
眼
下
に
、
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
大
沼
池
が
、
息
を
呑
む
程
に
美

し
い
姿
で
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
池

は
、
中
野
市
民
の
水
の
源
で
あ
る
。

　

歩
い
て
い
る
と
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

で
は
な
い
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
為

に
、
森
林
の
空
気
を
造
る
権
利
を
売
買

し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
が
聞
こ
え
て

く
る
。

　

熊
の
湯
ホ
テ
ル
で
直
会
を
行
う
。
緑

の
森
、
池
、
温
泉
、
体
が
緑
に
染
ま
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日

で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｕ
）
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編
集
委
員
体
験
取
材

西
部
公
民
館
講
座

ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
を
飛
ば
そ
う

大空へ舞い上がれ

・
読
み
聞
か
せ

・「
黒
姫
り
ゅ
う
」づ
く
り
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祇
園
祭
に
参
加
小
学
校
の
低
学
年
を
中
心
に
行
っ
た「
黒
姫
り
ゅ
う
」づ
く
り
に

文
化
な
か
の
編
集
委
員
も
一
緒
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

・「黒姫りゅう」づくり
　

７
月
５
、
12
、
19
日
、
中
央
公
民

館　

子
ど
も
育
成
事
業
「
黒
姫
り
ゅ

う
を
つ
く
っ
て　

祇
園
祭
に
参
加
し

よ
う
」
に
子
ど
も
達
と
一
緒
に
参
加

し
て
き
た
。

　

制
作
前
に
子
ど
も
達
は
「
読
み
聞

か
せ
」
で
「
黒
姫
物
語
」
に
つ
い
て

学
習
し
、い
よ
い
よ
「
黒
姫
り
ゅ
う
」

づ
く
り
だ
。

　

制
作
は
専
門
委
員
（
教
育
関
係
者

６
名
で
事
業
の
企
画
に
参
画
）
と
一

緒
に
、
龍
の
胴
体
に
、
丸
く
切
っ
た

様
々
な
色
の
カ
ラ
ー
ポ
リ
（
ビ
ニ
ー

ル
素
材
の
袋
）
を
、
鱗
と
し
て
貼
り

付
け
る
作
業
。
15
名
の
子
ど
も
達
は
、

長
さ
10
ｍ
の
龍
の
胴
体
に
自
由
に
貼
り

付
け
て
い
っ
た
。

　

顔
な
ど
、
複
雑
な
部
分
は
専
門
委
員

が
制
作
し
た
が
、
自
分
達
で
つ
く
っ
た

「
黒
姫
り
ゅ
う
」
が
完
成
す
る
と
み
ん

な
、
満
足
気
な
表
情
だ
っ
た
。　

　
　
　

　

祇
園
祭
の
当
日
は
、天
候
に
恵
ま
れ
、

暑
い
な
が
ら
も
風
が
吹
く
、
夏
祭
り
に

は
最
高
の
天
気
。

　

出
発
式
の
後
、
い
よ
い
よ
山
車
の
行

進
だ
。「
黒
姫
り
ゅ
う
」
は
四
ケ
町
み

こ
し
、
西
町
お
は
や
し
子
供
屋
台
と
一

緒
に
出
発
。

　

練
り
歩
い
て
い
る
と
、
沿
道
か
ら
の

温
か
い
拍
手
、
声
援
、
携
帯
電
話
を
手

に
写
真
撮
影
を
す
る
人
な
ど
が
大
勢
い

て
、
子
ど
も
達
も
「
恥
か
し
け
ど
嬉
し

い
」
と
益
々
元
気
に
な
っ
て
い
く
。

　

時
間
と
体
調
面
を
考
慮
し
て
最
後
ま

で
行
進
は
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
子

ど
も
達
は
み
ん
な
、
笑
顔
だ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
自
分
達
で
「
黒
姫
り
ゅ
う

を
つ
く
っ
て
祇
園
祭
に
参
加
」
出
来
た

達
成
感
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

子
ど
も
達
と

い
っ
し
ょ
に

龍の胴体に鱗 ( カラーポリ ) を自由に貼っている

自慢の黒姫りゅうで参加する子ども達

祇
園
祭
に
参
加
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中
央
公
民
館
の
子
ど
も
育
成
事

業
「
黒
姫
り
ゅ
う
を
つ
く
っ
て　

祇

園
祭
に
参
加
し
よ
う
」
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
松
谷
み
よ
子
再
話
の

「
黒
姫
物
語
」
を
三
人
で
演
じ
た
。

解
説
と
り
ゅ
う
の
役
・
黒
姫
の
役
・

殿
様
の
役
と
分
担
し
た
。

　

事
前
に
、段
落
や
間
を
空
け
る
所
、

強
調
す
る
所
、
聞
き
易
く
す
る
た
め
文

も
少
し
工
夫
し
合
っ
た
り
、
ア
ク
セ
ン

ト
や
テ
ン
ポ
な
ど
も
研
究
し
合
っ
て
リ

ハ
ー
サ
ル
し
、
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

聴
衆
（
子
ど
も
た
ち
）
の
表
情
を

感
じ
て
読
み
聞
か
せ
を
し
た
い
と

思
っ
て
臨
ん
だ
久
し
ぶ
り
の
ス
テ
ー

ジ
？　

で
し
た
。
紙
芝
居
も
加
わ
り

子
ど
も
た
ち
の
表
情
も
次
第
に
真
剣

に
な
っ
て
き
た
。
終
っ
て
、聴
衆
も
、

演
じ
る
側
も
「
フ
ー
ッ
！
」
と
大
き

く
息
を
し
た
。

　

聴
衆
の
目
の
前
で
、
相
手
の
こ
と

を
思
い
な
が
ら
、
肉
声
で
気
持
を
込

め
て
内
容
を
伝
え
る
こ
と
は
、
今

・読み聞かせ
絵
本
を
楽
し
ん
で
読
書
ば
な
れ
が
懸
念
さ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
聞
か
せ
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

日
の
映
像
に
よ
る
一
方
的
な
伝
達

（
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
）
で
は
得
ら
れ

な
い
双
方
向
の
言
葉
や
表
情
な
ど
に

よ
る
人
間
ら
し
さ
・
温
か
さ
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

人
の
感
性
を
豊
か
に
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
た
め
に

は
、
読
み
聞
か
せ
は
大
変
効
果
的
だ

と
感
じ
た
。

　

お
互
い
の
思
い
や
り
を
感
じ
て
行

わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
対

話
は
今
の
殺
伐
と
し
た
社
会
に
は
、

子
ど
も
に
も
、
大
人
に
も
大
切
な
感

性
で
も
あ
り
技
能
で
も
あ
る
こ
と
を

感
じ
た
。

　

読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ
た
、
丸

山
浩
さ
ん
は
「
お
と
こ
ぐ
み
」
と
い

う
男
性
ば
か
り
の
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
に
所
属
。
活
動
は
今
年
で
５

年
目
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
だ
。
メ
ン

バ
ー
は
、
現
在
６
人
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
月
に
１
、２
回
の

読
み
聞
か
せ
を
行
う
ほ
か
、
県
立
長

野
図
書
館
の
お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
、
市
内
外
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

多
忙
な
中
で
の
活
動
だ
が
、
子
ど

も
達
が
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
様
子

を
見
る
と
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

な
と
実
感
す
る
、
と
い
う
。
ま
た
、

改
め
て
本
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
と
振
り
返
る
。

　
「
お
と
こ
ぐ
み
」
は
、
一
緒
に
活

動
す
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
。
仲
間

を
増
や
し
、
家
庭
で
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
が
膝
の
上
で
本
を
読
ん
で
く

れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
と
今

後
の
活
動
に
も
意
欲
的
だ
。

　

子
ど
も
の
読
書
ば
な
れ
が
懸
念
さ

れ
る
昨
今
、
本
を
読
む
よ
り
も
テ
レ

ビ
を
観
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る

時
間
が
長
い
生
活
は
、
将
来
的
に
心

身
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
必
至
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
か
な

か
、
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
、
読
書
の
習
慣
の
な
い
子
ど
も

で
も
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
読

ん
で
く
れ
る
な
ら
、
本
に
興
味
を
持

ち
、
一
緒
に
本
の
世
界
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
か
。

　

自
分
で
読
む
の
と
、
人
に
読
ん
で

も
ら
う
の
と
で
は
、ま
た
一
味
違
う
。

子
ど
も
ば
か
り
で
な
く
大
人
も
、
読

ん
で
も
ら
う
と
、
ま
た
違
っ
た
本
の

世
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
け
っ
ぱ
な
し
の
テ
レ
ビ
を
消
し

て
、
是
非
、
読
書
を
楽
し
む
時
間

を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

親
子
で
楽
し
も
う

感
性
を
豊
か
に

黒姫物語の読み聞かせ

編集委員
の

体験取材

編集委員
の

体験取材集特
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吉
田
村
の
古
い
絵
図
を
見
る
と
、

東
の
村
境
に
松
崎
川
が
描
か
れ
て

い
る
。
川
幅
は
か
な
り
広
く
、
中

洲
の
よ
う
す
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。

松
崎
川
添
の
吉
田
村
の
地
字
に
は
、

上
川
原
・
中
川
原
・
南
川
原
・
川

原
な
ど
川
原
地
名
が
並
ん
で
い
る
。

　

こ
の
松
崎
川
は
古
く
は
夜
間
瀬

川
の
本
流
だ
っ
た
が
、
応
永
一
三

年
の
洪
水
で
高
社
山
麓
の
方
へ
流

路
が
移
っ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。

そ
の
本
流
の
名
残
が
松
崎
川
で
、

松
崎
か
ら
中
野
村
と
一
本
木
村
の

村
境
、
吉
田
村
の
東
境
を
通
っ
て

西
江
部
村
の
松
崎
か
ら
延
徳
沖
・

千
曲
川
へ
と
続
い
て
い
た
。

　

西
江
部
村
の
文
書
に
よ
る
と
、

か
つ
て
は
松
崎
川
に
八
ケ
郷
の
洩

水
が
流
れ
、
用
水
に
使
用
し
て
い

た
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
戌

の
満
水
で
夜
間
瀬
川
が
氾
濫
し
松

崎
川
へ
押
し
込
ん
だ
。
大
き
な
石

砂
が
川
筋
を
埋
め
た
の
で
八
ケ
郷

の
洩
れ
水
が
流
れ
な
く
な
っ
た
と

い
う
。

　

そ
の
の
ち
、
松
崎
川
の
周
辺
は

次
第
に
新
田
開
発
さ
れ
た
。
川
筋

は
細
く
な
っ
た
が
、
幕
末
の
絵
図

に
も
し
っ
か
り
描
か
れ
て
あ
る
。

（
河
野　

実
）

　

吉
田
分
館
は
中
野
市
街
地
の
西

側
の
地
区
で
、
世
帯
数
四
四
九
戸

の
分
館
で
す
。
市
街
地
に
近
い
こ

と
も
あ
り
近
年
、
宅
地
化
が
進
み

年
々
、
戸
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

周
辺
地
域
が
変
っ
て
い
く
中
で
、

生
活
習
慣
が
多
様
化
し
て
い
く
の

は
、
当
地
区
で
も
同
様
で
、
分
館

事
業
へ
の
人
集
め
に
時
に
は
苦
戦

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
、

継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、

区
民
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
だ

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
春
の
球
技
大
会
に

始
ま
り
、
つ
い
先
日
は
高
瀬
川
ダ

ム
見
学
と
い
う
、
一
日
バ
ス
ハ
イ

ク
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
、
あ
い
に
く
の

雨
で
、
初
夏
の
北
ア
ル
プ
ス
を
背

景
と
し
た
壮
大
な
石
積
ダ

ム
の
見
学
と
は
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
休
日
は
運

転
し
な
い
発
電
所
の
タ
ー

ビ
ン
が
、
大
雨
の
水
量
を

流
す
為
に
フ
ル
稼
働
し
て

い
る
姿
を
幸
い
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
昼
は
、
ゆ
っ
く
り
温
泉

に
入
り
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
の
事
業
が
区
民
の
触

れ
合
い
の
場
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
れ

ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に

は
、
よ
り
大
勢
の
区
民
の
参
加
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
　

（
竹
内　

秀
明
）

吉 田 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

松

崎

川

編
集
委
員

　
だ
よ
り

分館研修会にて高瀬川ダムを見学

「N
O

 TV
 D

ay

」

（
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
の
す
す
め

　

暑
い
夏
は
涼
し
い
部
屋
で
読
書

が
最
高
。
学
生
時
代
に
は
、
ど
ん

な
本
も
片
っ
端
か
ら
読
ん
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
今
と
比
べ
た
ら
時
間
も

豊
富
に
あ
っ
た
。
暇
さ
え
あ
れ
ば
、

本
を
読
ん
で
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
今
は
、
仕
事
や
そ
の
他
諸
々

の
雑
用
に
追
わ
れ
、
読
書
は
二
の

次
。
寝
る
前
に
本
を
開
こ
う
も
の

な
ら
ば
、
そ
れ
は
強
力
な
睡
眠
薬

と
化
し
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
読
書
量
は
め

っ
き
り
減
り
、
読
む
本
も
俗
に
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
い
わ
れ
る
も
の
ば

か
り
に
な
っ
た
。
積
ん
で
あ
る
だ

け
で
読
ん
で
い
な
い
も
の
も
多
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
家
に
は

「N
O

 TV
 D

ay

」
と
い
う
の
が

あ
る
。
週
に
一
日
、
テ
レ
ビ
を
観

て
は
い
け
な
い
。
ゲ
ー
ム
も
パ
ソ

コ
ン
も
ダ
メ
。
と
い
う
日
だ
。

　

２
年
ほ
ど
前
に
聴
い
た
、
あ
る

作
家
の
講
演
で
「
日
本
の
子
ど
も

達
は
、
や
た
ら
と
就
寝
時
間
が
遅

く
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
さ
ら
さ
れ

る
時
間
が
長
い
。
将
来
的
に
心
身

に
及
ぼ
す
影
響
は
必
至
で
あ
る
」

と
い
う
話
を
聴
い
た
の
が
き
っ
か

け
だ
。
日
本
の
将
来
は
大
丈
夫
だ

ろ
か
？
と
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。

事
実
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
犯
罪
を
起

こ
す
青
少
年
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
帰
宅
し
て
す
ぐ
に
、

N
O

 TV
 D

AY

を
提
案
し
て
み

た
。
猛
反
対
さ
れ
る
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
予
想
に
反
し
て
案
外
す

ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
以
来
、

ず
っ
と
、
我
が
家
で
はN

O
 TV 

M
O

N
D

AY

（
ノ
ー
テ
レ
ビ
マ
ン

デ
ィ
）
が
続
い
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
を
観
な
い
か
ら
と
言
っ

て
、
勉
強
し
た
り
読
書
に
没
頭
し

た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

そ
こ
に
は
、
ゆ
る
ゆ
る
と
し
た
家

族
団
欒
の
時
が
流
れ
て
い
る
。

　

な
ん
と
な
く
点
い
て
い
る
テ
レ

ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
オ
フ
に
し
た
時
、

忘
れ
か
け
て
い
た
大
切
な
も
の
を

取
り
戻
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
清
水
）

編
集
委
員

　
だ
よ
り
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から

■布ぞうり教室
　古布を活用して作る室内履きです。履いて気持
いい、飾ってお洒落、歩くたびに床掃除、そして
ガンガン洗えます。
日　時　８月28日、９月４日、11日（全木曜日）
　　　　午後１時30分～３時30分
場　所　北部公民館　定　員　20名　参加費　無料
講　師　シルバー人材センター手芸クラブ
持ち物　お持ちの方は木綿製の古布
　　　　 （浴衣やシーツ等そのままお持ち下さい）
申込み　８月18日（月）午前９時から
　　　　定員になり次第締切り

■パソコンふれあいサロン
　パソコンを使っていてわからないところなど、専
門の指導員がお答えします。お気軽にお出かけくだ
さい（メニューに沿って進めるパソコン教室とは異
なります）
日　時　毎週月曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　午後1時30分～４時30分
場　所　中央公民館　団体室（パソコン室）
定　員　６名　　受講料・申込み　不要
その他　パソコンをご持参いただいても結構です

８月の展示コーナー

陶　芸　展
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■古文書教室
　古文書をひもといて郷土の歴史に触れてみませんか？
日　時　８月22日、９月12日、10月10日、11月14日
　　　　12月12日、１月９日（全金曜日）
場　所　豊田公民館　定　員　20名
講　師　館林 弘毅 先生
参加料・持ち物　　不要　
申込み　８月20日（水）までに豊田公民館へ

■里山の薬草観察会＆草花料理講座
　自然の薬草観察と食べられる草花について料理
実習を開催いたします。
　身近な草花に興味を持つことがふるさとの自然
を守る第一歩ではないでしょうか？
日　時　８月30日（土） 午前９時30分～午後２時
　　　　※雨天でも行います
観察場所　浜津ヶ池公園一帯
講　師　長野県薬草指導員　須山正男、三重子さん
参加料　無　料（但し傷害保険料100円）
持ち物　昼食、飲み物、おやつ、採集した植物等を
　　　　入れる袋、筆記用具、雨具、図鑑	
申込み　８月７日（木）から定員30名になり次第締切

公開講座

お
知 らせ
の

家庭教育学級～たのしんで子育て～

演題 子どものとらえ方を考える
ー大人が子どもを見るときにありがちな“クセ”や“誤解”についてー

日時 ８月28日（木） 場所 中央公民館講堂
講師

午前10時～11時30分
長野県短期大学 幼児教育科 教授

藤  田　　勉 先生
参加料・申込みは不要です
託児あります
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

ハス /浜津ヶ池（t）

季節のコラム
夏
祭
り
、
ア
ジ
サ
イ
や
ア
サ
ガ
オ

ハ
ス
な
ど
の
夏
の
花
や
花
火

日
本
の
夏
は
情
緒
豊
か
で
あ
っ
て
ほ
し
い

他
に
も
、
緑
陰
、
打
ち
水
、
う
ち
わ
、
浴
衣

冷
や
し
た
ス
イ
カ
な
ど･･･

中
野
の
夏
も
郷
愁
を
呼
び

風
情
に
満
ち
た
風
物
が
多
い

日
本
ら
し
い
短
い
夏
を
豊
か
に
味
わ
い
た
い

花と季節の写真
募　  集

　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
読
者
参

加
型
の
公
民
館
報
に
す
る
た
め
市
民
の
み
な

さ
ま
よ
り
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の

プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の

も
の
）
編
集
委
員
が
選
び
、
９
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、
花
の
名
前
、
写
真
の
コ
メ
ン
ト
を
書

き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー

ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。
随
時

募
集
し
ま
す
。

　

宛
先
は
中
央
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

　
　
納
　
涼

アジサイ /谷厳寺（月岡尚雄）

夏祭り（TOYA）
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